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小学校音楽教科書掲載曲では動物がどうのように扱われてきたか 

―小学校 6年生を対象として― 

                          近藤研究室  0612040  森 愛実 
 
１．背景・論点 

今日，日本の学校教育では，環境保全活動・環境教育推

進法が2003年に施行されて以来，各教科や総合的な学習
の時間等で，環境教育が実施されているが，実施されてい

る教科については，社会科，理科，家庭科，道徳の授業に

集中している1)．では，音楽の時間においてはどうなのだ

ろうか．音楽教科と環境学習という接点はないのだろうか． 
現在，生物多様性が重要視されている動きがあり，また，

身近に感じるものの中から自然が失われているという現

実もある．その中で，音楽の歌詞にある動物ということに

注目することとした． 
日本の小学校音楽教科書掲載曲の変遷において，学習指

導要領の変遷を追うことや先行研究による考察により，小

学校音楽で使用される掲載曲は，時代を追うごとに変遷し

ていることが分かり，またその変遷もさまざまな理由があ

ることが分かってきている２）．そこで本研究では，小学校

音楽教科書における掲載曲が，時代を追うごとにどのよう

に変化し改訂されてきたのか，まずはその変遷の模様を明

らかにすることを追う．さらに，「動物」を扱った歌詞に

着目することで，「動物」をどのように扱った歌詞がある

のか，また時代変遷でどのように変わってきたのかを探る． 
つまり，動物が扱われている歌詞を追い，それがどのよ

うに変遷したかを明らかにすることで，音楽と動物との関

係を明らかにする． 
 
２．研究の目的・意義 

 そこで本研究では，掲載曲の変遷を目的1とし，動物が
扱われている歌詞の変遷を明らかにすることを目的 2 と
する． 
本研究の意義は，音楽という教科で動物がどのように扱

われてきたのか明らかにすることで，今後の音楽教科書掲

載曲の歌詞と動物との関係についての知見を抽出するこ

とであるである． 
 
３．研究方法 

(１) 調査対象 
戦後から現在に至るまで，継続して小学校音楽教科書を

出版している3社(教育芸術社，教育出版，東京書籍)のう
ち，国内トップシェアである教育芸術社の教科書を本研究

の調査対象とする．調査対象学年は小学校 6 年生とし，
1956年～2004年の間に発行された16冊の教科書を調査対

象とする．なお，音楽教科書掲載曲においては，神奈川県

県立総合教育センターによる，「小学校音楽教科書題材デ

ータベース」3)を参考とする． 
(２) 変遷についての考察  
・掲載曲の掲載回数をそれぞれ集計し，掲載回数の少ない

ものや多いものがどれだけあるのか，またそれぞれの全

体に対する割合を算出し，考察をする． 
・掲載回数の高い曲を抽出し，高頻出掲載曲上位曲につい

ての考察をする． 
・ある年に掲載された曲は，一つ昔の教科書に掲載された

曲とどのくらい重なっているのか，重なる曲数をカウン

トし，全掲載曲数に対しての割合を算出し，考察をする． 
以上3つの手法により，小学校音楽教科書の全体の変遷
を追う． 
(３) 掲載曲の歌詞分析 
掲載曲の歌詞に，動物あるいは動物を表現するものが現

れているかどうか分析する．また，掲載曲に出現した動物

種の掲載確率をそれぞれ算出し，考察を行う．  
 
４．結果及び考察 

(１) 掲載回数について 
 考察する 16冊の教科書の掲載曲を参考とするデータベ
ースを基に全てリストアップし，さらに，鑑賞教材（歌詞

がなく聞くだけの教材）や重複を省くデータ整理を行った．

その結果，分析する曲数は199曲となった．199曲の掲載
曲の掲載回数について単純集計を行ったところ，図１のよ

うな結果になった．図１から，約半数が1回のみ掲載され
たものとなっている．一方で多数回掲載された曲は全体的

に少なくはなっているが，中には 14回，16回掲載され，
約50年間にわたって教科書に掲載され続ける曲があるこ
とも確かだ． 
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図１ 掲載回数の集計 
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(２) 高頻出掲載曲について 
 掲載回数の多い曲上位 9 曲とその曲の歌詞に表れてい
る動物表現を抽出したところ，表１のようになった．表１

から，掲載回数の多いもので，歌詞に動物を含む曲は４曲

となっている．歌詞に動物を含まない曲では，「山」や「森」，

「川」など大自然や風景を描写しているものが多くなって

いた．『あおげばとうとし』，『さよなら友よ』はいずれも

別れの歌である．同率1位の『おぼろ月夜』と『ふるさと』，
３位の『われは海の子』は，文部省唱歌であり，学習指導

要領によって掲載が義務付けられているため，長きにわた

り掲載が続いている． 
 

表１ 掲載曲のベスト9 

順位 曲名 掲載回数 歌詞中の動物
1 　おぼろ月夜 16 蛙
1 　ふるさと 16 うさぎ　魚　
3 　われは海の子 14 なし
3 　あおげばとうとし 14 蛍

3 　君が代 14 なし
6 　こきょうの人々 12 なし
7 　勇気一つを友にして 9 鳥
7 　エーデルワイス 9 なし
9 　さよなら友よ 8 なし  

 

(３) 掲載曲の重なりについて 
 ある年に掲載された曲は，一つ昔の教科書に掲載された

曲とどのくらい重なっているのか，重なる曲数をカウント

し，全掲載曲数に対しての割合を出した．その結果が表２

となった．表２から，各教科書で一つ前の教科書と掲載曲

が全て同じのもの，すなわち重なりの割合が100％のもの
はない．また 1995年と 1999年の重なりの割合は 85％，
1999年と2001年の重なりの割合は88％といずれも高い数
値を示していることから，1955年～2001年の間では，教
科書掲載曲の変遷はそれほど大きくなかったことも分か

る． 

表２ 掲載曲の重なりの割合 

 教科書年度 重なりの
割合

1957年 55%
1960年 49%
1967年 39%
1970年 66%
1973年 76%
1976年 58%
1979年 50%
1982年 71%
1985年 68%
1988年 78%
1991年 52%
1995年 70%
1999年 85%
2001年 88%
2004年 62%  

 
(４) 動物掲載曲数の変化 
分析の対象となる掲載曲の歌詞データを古書の取り寄

せや東京の教科書図書館にて教科書をコピーすることに

より収集した．また，歌詞データを全て閲覧し，動物が含

まれているものと含まれていないものとの区別を行った．

結果，動物が含まれているものは 71/199曲となった．こ
の動物掲載曲のデータをもとに，年度別の動物掲載曲数の

割合を算出した．その結果が図２である．図２から，掲載

曲に動物が出現する曲は，年々減少していることが分かる．

1956年には63％と高い数値を示していたが，それ以降減
少し続け，1990年以降は20％前後であまり変動はない．
小学校音楽教科書では，現代になるにつれて，動物を扱わ

なくなっている． 
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図２ 動物掲載曲数の割合の変化 
 
(５) 動物掲載曲の重なりについて 
動物掲載曲においても，ある年に掲載された曲は，その

一つ昔の教科書に掲載された曲とどのくらい重なってい

るのか，重なる曲数をカウントし，全掲載曲数に対しての

割合を出した．その結果が表３となっている．表３から，

1985年と1988年，1991年と1995年のそれぞれの重なり
の割合はいずれも 100％であり，動物掲載曲については，
全く同じ教材であり，変化がなかったことが分かる． 

 
表３ 動物掲載曲の重なりの割合 

 教科書年度 重なりの割合
1957年 59%

1960年 64%

1967年 43%

1970年 82%

1973年 80%

1976年 73%

1979年 67%

1982年 88%

1985年 88%

1988年 100%

1991年 57%

1995年 100%

1999年 80%

2001年 83%

2004年 60%  
 

(６) 高頻出掲載曲（動物）について 
動物掲載曲の中で，掲載回数の多い曲上位9曲は表４の
ようになった．上位9曲の歌詞に出現する動物の種類は比
較的幅広く，偏りはない．  
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表４ 動物掲載曲のベスト7 

順位 曲名 掲載回数 出現動物

1  おぼろ月夜 16 蛙

1  ふるさと 16 うさぎ　魚

3  あおげばとうとし 14 蛍

4  勇気一つを友にして 9 鳥

5  きよしこの夜(器楽) 8 羊

6  赤とんぼ 6 虫

7  駅馬車 5 馬

7  小さい秋みつけた 5 鳥

7  野いちご 5 鳥  

 
(７) 出現動物について 
掲載曲の歌詞中に出現する動物は，表５で全てである．

様々な種の動物が掲載されている中，全体的に鳥が出現す

る確率が，高くなっている．この出現動物をもとに，「が

ちょう」「からす」「小鳥」などを種類に関係なく総称して

「鳥」とするなど，動物種の仕分けを行ったところ，出現

動物種は20種類となった．  
 

表５ 出現動物の一覧 

 虫 蛙 小鳥 がちょう
馬 鳥 蛍 からす
山ばと 赤とんぼ 砂鳥 とび
ふくろう ひばり うさぎ こぶな

羊 ひちょう かり 鶴
カメ うぐいす どじょう ひばり
馬 かんこどり めじろ 七面鳥
かもめ ねこ すずめ ねずみ

やぎ おおかみ あひる はと
牛 もぐら　 おうむ おけら

みみず　 あめんぼ みつばち とんぼ
ひよこ 熊 りす 犬

山ほととぎす イルカ カモメ 浜千鳥  
 

(８) 出現動物種別の掲載確率について 
 年度別にどのような種の動物がうたわれ，何曲あるのか

の集計を行い，更に，それぞれ動物種別に，その年の全掲

載曲数に対して何割になっているのか確率を算出した結

果は，図３のようになった．図３から，動物種の中でも他

の種と比べて「鳥」が出現する曲が掲載される確率は高い．

しかし，動物掲載曲数が減少していることから，鳥出現曲

の割合も年々他の動物種との差を縮めている． 
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図３ 動物種別掲載確率の変化 

(９) 鳥出現曲について 
小学校音楽教科書掲載曲では，鳥が出現する曲が他の種

に比べると多くなっている．歌詞で歌われる種類も様々だ．

1956年から1960年までの約五年間では，鳥出現曲が全体
の 3割となっていた．しかしそれ以降は減少し，1979年
から現在に至るまでは，いずれも全体の1割前後となって
いる．動物掲載曲数の減少と共に年々少なくなってはいる

が，今も昔も動物種の中では掲載確率がトップとなってい

る．鳥掲載曲の中には単発的に掲載され、1回のみで掲載
が途絶えているものもあれば，掲載回数が比較的高く，長

く歌われてきた曲もあり，様々だ．鳥出現曲の歌詞の意味

は，鳥のさえずりを「うた」とみなし，「うた」に関連し

て扱われているもの，鳥の「鳴き声」を表現しているもの，

「情景」として鳥が登場しているもの ，鳥の「飛ぶ」動
作が表現されているもの，単純な鳥の「動作」がうたわれ

ているものの5つの意味でうたわれていた．生物多様性の
概念や鳥獣保護の概念など，環境教育としての意味を成し

ているものは見られなかった． 
 

表６ 鳥出現曲の歌詞の意味とその集計 

 うた 鳴き声 情景 飛ぶ 動作
曲数 10 9 6 6 14  

 

(10)その他動物種について 
 鳥以外の19種の動物種については，表７のように扱わ
れてきたことが分かった． 
①長期的に扱われる動物種 
 虫，蛙，蛍，うさぎ，魚は，過去50年間に渡って長期
的に音楽教科書掲載曲に出現し，扱われてきた．これ等の

動物種は，学習指導要領によって掲載が義務付けられる

「文部省唱歌」に出現する動物種であった． 
②扱われなくなった動物種 
 馬，羊，カメ，猫，ヤギ，牛は，一定期間掲載が続いて

いたが，ある時から掲載が途絶え現代では小学校音楽教科

書で扱われなくなった． 
③単発的に扱われた動物種 
 ねずみ，狼，あひる，もぐら，熊，犬，りす，いるかは，

小学校音楽教科書において単発的に扱われた． 
 

表７ 動物種の扱われ方のまとめ 

 単発的に扱われた

動物種 掲載が続いた曲名 動物種 掲載最終年

虫 赤とんぼ 馬 1979年 ねずみ
蛙 おぼろ月夜 羊 1985年 狼

蛍 あおげばとうとし カメ 1960年 あひる
うさぎ ふるさと 猫 1970年 もぐら

魚 ふるさと ヤギ 1973年 熊
牛 1976年 犬

りす

いるか

長期的に扱われる 扱われなくなった
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５．結論 

(１) 調査結果 
調査の結果以下のことが分かった． 
・小学校音楽教科書では，動物を扱う曲が減少している．

1950年代では全体の約 6割，1960年代では全体の約 5
割で動物が出現する曲であった．しかし，それ以降は減

少し続け，1990 年以降～現代にいたるまで，20％前後
となっている． 

・出現動物種の割合については，鳥が出現する曲が掲載さ

れる確率が他の種よりも高い．鳥出現曲では，鳥が「う

た」に関連して扱われているもの，鳴き声が表現されて

いるもの，鳥の「飛ぶ」動作が表現されているもの，ま

たは，曲の情景的に扱われているもの等があった．鳥は，

様々な形で歌われ，音楽教科書においても多く扱われて

いるが，歌詞の意味で環境教育としての意味を成してい

るものは見られなかった． 
・文部省唱歌は学習指導要領の指針により長期的に掲載さ

れるため，その曲に出現する動物は音楽教科書において

長く扱われるものとなる． 
・文部省唱歌以外の曲は，比較的単発的に扱われる傾向が

ある．中には一定期間扱われるものもあるが，掲載はい

ずれ途絶える． 
(２)結果を受けての考察 
①動物掲載曲の減少について 
調査の結果より，動物掲載曲は著しく減少していること

が分かった．変遷の様子からして，高度経済成長と共に減

少していることが分かる．高度経済成長が終わった 1970
年初頭から全体の 20％で留まっているのは，私たちの身
の周りから動物が消え，掲載曲で動物を扱いづらくなって

いることが理由として推測される． 
②鳥出現曲の掲載確率の変化について 
動物掲載曲の中で出現する確立の高かった鳥は，現代に

なるに連れて現象するも，近年の一時的な掲載確率の上昇

がみられる．原因として，ラムサール条約の締約や鳥獣保

護の概念が普及したなど，時代の変化が影響していること

が予想される． 
③現代の音楽教科書掲載曲の動向について 
 学習指導要領の解説では，「児童自らが音楽のよさや面

白さ，…音楽活動への興味・関心を膨らませるとともに，

友達とかかわり合いながら，主体的に音楽を学ぶ喜びを味

わうような学習活動を充実していくこと」4）が重要である

とされており，動物掲載曲の減少の変わりに，「仲間」や

「友情」についての曲が増えていることが考えられる．低

学年の学習指導要領では，歌詞で扱われる動物が，音楽を

形づくる要素として感じ取ることが大切であるという記

述も見られ，音楽教育が環境教育の要素を取り入れること

が可能であることが示唆される 5）． 

(３) 結論 
音楽という身近な素材，そして歌うという行動を通じて

動物を触れていくことは，人々にとっての大事な浸透とな

り，イメージと共に心に埋め込まれるものと成り得るが，

動物掲載曲が減少傾向にあるという現実から，小学校 6
年生においては，音楽教科と環境学習という接点はあまり

見受けられない．  
小学校音楽教科書で扱われてきた曲については，生物多

様性の概念から種の多様性を重要視するのであれば，鳥以

外の動物種ももっと掲載曲で継続的に扱われてもよい． 
今日では，私たち人間と動物との距離が増え，歌詞で動

物を扱っても，リアルな世界との距離が生まれてしまうこ

ともある．身近な動物への興味関心を刺激するためには，

動物掲載曲を単に唱歌するだけでは，音楽教育で環境教育

としての効果を期待することは難しい．しかし，例えば，

出現する動物がどこに棲んでいるのか，動物の属性を説明

し，そのことをイメージしながら生徒が唱歌したらどうだ

ろうか．このような方法で動物掲載曲を唱歌するならば，

音楽教育に環境教育としての要素を取り入れ，環境教育に

役立つことも可能である． 
高学年においては，動物を扱う曲が減少していたが，低

学年においては高学年よりも動物が多く扱われることが

推測される．また，道徳と音楽の連動が求められている背

景からも，音楽教育に環境教育の要素を取り入れることは

可能であると考える． 
(４) 本研究の課題 
本研究の課題として，歌詞の意味について更に分析をす

るべきであったこと，動物を扱った歌詞が人々にとってど

のような浸透になっているのか現実的な検証も必要であ

ったことが挙げられる． 
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How has the animal been treated in the elementary school music textbook publishing tune? -For 
the sixth grader in the elementary school- 

0612040 Mori Manami 
1.Background and point under discussion 

Environmental education is executed by each subject in the school training in Japan today. 
However, environmental education is untried in the musical training. Isn't there point of contact 
like a musical training and environmental study? There is movement biodiversity's being 
attached importance now.,moreover, there is a reality that nature is lost from the thing felt 
familiar, too. Then, the animal that appears in lyrics of the musical publishing tune is paid to 
attention in the present study. It is understood that the publishing tune used by the elementary 
school music changes whenever the age is chased and understands there are diverse reasons as 
for the transition. It clarifies it in the present study though it doesn't know how the publishing 
tune has changed first. In addition, it pays attention to lyrics that treat "Animal", and it searches 
there are lyrics that treat "Animal" very, and very it has changed because of the age transition. 
The second purpose is to clarify the transition of lyrics that treat the animal. 
2.Purpose of the research and meaning 

The first purpose is to clarify the transition of the publishing tune of the sixth grader in the 
elementary school. The meaning is to extract lyrics of the music textbook publishing tune in the 
future and the finding of the relation to the animal. 
3.Research method 
 The investigation object is a textbook of "Kyoikugeizyutu company" issue and the sixth grader 
in the elementary school,16 textbooks during 1956 to 2004. Coming in succession of the 
publishing frequency, the high frequent occurrence publishing tune, and the publishing tune is 
examined. The transition is considered by these. And, lyrics of the publishing tune are analyzed. 
It is analyzed whether the animal appears to lyrics. 
4.Conclusion 
 In the elementary school music textbook publishing tune, the tune that treats the animal is 
phenomenon. The probability being published for the tune where the bird appears is high. It is 
published “Monbusyousyouka” for the long term and the animal that appears in it is treated long. 
Other tunes are treated comparatively single-engined. The point of contact of environmental 
education and the musical training is not so considered from the result of the survey in the sixth 
grader in the elementary school,but it is thought that there is a possibility. Because the animal is 
expected to be treated more in lower classes and it synchronizes with the moral instruction. 
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第一章 はじめに 

 

 

1-1 研究の背景 

筆者は，日常生活において音楽を聴くことや，歌を歌うことが趣味である．音楽という

ツールは，人々の意識を変えるための有効的な手段に成り得ると考えている．そのことか

ら，現在日本の義務教育において行われている「環境学習」と「音楽」に，接点がないだ

ろうかという疑問を抱いた． 
今日，日本の学校教育では，環境保全活動・環境教育推進法が 2003年に施行されて以来，
各教科や総合的な学習の時間等で，環境教育が実施されているが，実施されている教科に

ついては，社会科，理科，家庭科，道徳の授業に集中している 1)．では，音楽の時間におい

てはどうなのだろうか．音楽教科と環境学習という接点はないのだろうか． 
現在，生物多様性が重要視されている動きがあり，また，身近に感じるものの中から自

然が失われているという現実もある．その中で，音楽の歌詞にある動物に注目することと

した． 
 
日本の小学校音楽教科書掲載曲の変遷において，学習指導要領の変遷を追うことや先行

研究 2)による考察により，小学校音楽で使用される掲載曲は，時代を追うごとに変遷してい

ることが分かり，またその変遷もさまざまな理由があることが分かってきている２）． 
 
そこで本研究では，小学校音楽教科書における掲載曲が，時代を追うごとにどのように

変化し改訂されてきたのか，まずはその変遷の模様を明らかにすることを追う．さらに，「動

物」を扱った歌詞に着目することで，「動物」をどのように扱った歌詞があるのか，また時

代変遷でどのように変わってきたのかを探る． 
つまり，動物が扱われている歌詞を追い，それがどのように変遷したかを明らかにする

ことで，音楽と動物との関係を明らかにする． 
 

 

1-2 話題性のある音楽と環境問題 

今日，話題性を持つ音楽においても，環境配慮についての意識を持ち，音楽活動を展開

しているアーティストが存在し，環境配慮行動を目的とした音楽イベントが開催されるな

ど，音楽活動と環境問題の関係性があると考えられる．ここでは，その事例について幾つ

か紹介する． 
 
 
 



・歌手：倉木麻衣 
シングルの初回限定版にエコバックを付けたり，ファンクラブの会報で“E～CO（エー
コ）になろう！”というミニコラムを連載したり，独自のエコ活動を展開している．イン

タビューで「音楽を通して自然の大切さを伝えていきたい」と語っている 3）． 
 
・MusicTree 
株式会社ＵＳＥＮ運営による． アーティストは、自作のオリジナル楽曲をMusicTreeを
通じて販売することができる．楽曲が 1 曲売れると，アーティストは印税が受け取れると
ともに，エコ活動団体に 10円が寄付される．逆にリスナーは，MuscTreeで配信されてい
る楽曲を 1曲ダウンロード購入するたびにエコ活動団体に 10円を寄付できる．音楽のパワ
ーでエコの輪が拡がっていくことを狙いとしている 4）． 
 
・apbankfes 
毎年一回行われる野外音楽イベント．ライブを通じて参加者の環境への意識を共振させ

ていくことを目的としている．エコ雑貨の販売，オーガニックフードの出店，ワークショ

ップの開催などを行う 5）． 
 
2009年出演アーティスト･･･大塚愛，甲斐よしひろ，GAKU-MC，トータス松本，中村中，

福原美穂，ポルノグラフティ，My Litle Lover，Mr.Children，
石井竜也，伊藤由奈，今井美樹，KREVA，Salyu，スガシカ
オ，いきものがかり，キマグレン，倖田來未，JUJU，奏基博，
一青窈 

 
 
1-3 音楽教科書掲載曲と動物 

 歌詞にある動物とは何を示すのだろうか．図 1-1は，小学校音楽教科書において実際に掲
載されている曲の一例である．図 1-1のように掲載曲の歌詞に動物が歌われ，そういった歌
詞を皆で唱歌として歌うことは，動物を通したイメージを訴求している．『ふるさと』の中

で歌われるうさぎや魚のように、ノスタルジーな世界を伝えるものでもある．音楽という

身近な素材，そして歌うという行動を通じて動物を触れていくことは，人々に対する大事

な浸透ではないだろうか．知識で学ぶのではなく，イメージと共に心に埋め込まれるもの

ではないだろうか． 
逆に言うと、動物との距離が増え，あまり触れ合えなくなったときに，歌詞で歌っても，

リアルな世界との距離が生まれていることもあるのかもしれない．つまり，歌に出てくる

動物とリアルな暮らしとの連動がどうなっているのか押さえておかないと，ファンタジー

の世界にしてしまうのか，それとも一方で，身近な動物への興味関心を刺激することにも



成り得る．これは歌を唱歌するという行為において，非常に大事な点である． 
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図 1-1 ふるさとの歌詞 
 

 

1-4 うたわれる動物 
 動物が歌詞でうたわれるということは，具体的にどういうことだろうか．図 1-2は，『手
のひらを太陽に』という曲の歌詞である．この曲では，「みみず」「おけら」「あめんぼ」「と

んぼ」「かえる」「みつばち」といった様々な動物が登場している．この曲は全体の意味と

して「生きる」ということはどういうことなのか，その意味について歌った曲であるが，「生

きる」ということのシンボルとして動物がうたわれている． 
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図 1-2 手のひらを太陽にの歌詞 



また，図 1-3の『いちご』のように，情景的にうたわれるものもある．この曲では「たの
しいはるのひ」の情景として「かもめ」が登場している． 
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図 1-3 いちごの歌詞 
 
 

1-5 研究の目的と意義 

本研究では，小学校 6年生の音楽教科書掲載曲の変遷を明らかにすることを目的 1とし，
動物が扱われている歌詞の変遷を明らかにすることを目的 2とする． 
本研究の意義は，音楽という教科で動物がどのように扱われてきたのか明らかにするこ

とで，今後の音楽教科書掲載曲の歌詞と動物との関係についての知見を抽出することであ

る． 
 
 

1-6 歌詞の著作権の扱いについて 
本研究では，小学校音楽教科書の歌詞を扱うが，歌詞の著作権については以下の判断に

基づき研究を進める． 
著作権方第 32条第 1項の記載によると，報道，批評，研究その他の引用は，正当な範囲
内で行われるものであるとし，著作物を引用して利用することができる 6）．また，弁理士の

楠本高義氏によれば，本研究の場合，研究のためだけの目的であり，歌詞からまた著作物

を作る，替え歌を作るというわけではないため，歌詞の引用にあたっては問題がないとの

ことであった 7）． 
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第二章 研究の対象と分析方法 
 
 
2-1 調査対象 
 
 
2-1-1 調査対象教科書 
戦後から現在に至るまで，継続して小学校音楽教科書を出版している３社（教育芸術社，

教育出版，東京書籍）のうち，国内トップシェアである教育芸術社の教科書を本研究の調

査対象とする． 
教育芸術社は，東京の本社を拠点に中部支社，関西支社，西部支社を展開しており，小

学校，中学校，高等学校用の音楽検定教科書，及び副教材、音楽図書、楽譜、教則本など

の出版を行う音楽専門の出版社である 1）． 
教育芸術社の特徴として，近年他出版社で良く使われている pops やアニメの曲よりも，
社内にいる作曲家のスタッフにより自ら掲載曲を作成し，掲載曲の選定を行っていること

が挙げられる．掲載曲の選定過程においては，学習指導要領に記載される共通教材は必ず

掲載した上で，掲載曲が時代に合っているか，学習指導要領の狙いに沿っているか等が考

慮され，選定が行われている 3）．  
 
 
2-1-2 調査対象学年 
調査対象学年は，小学校音楽教育の集大成である小学校６年生とする．高学年は低学年

に比べ，掲載曲の歌詞の意味が高度に成り得ることも考慮し，対象学年を選定した． 
 
 
2-1-3 調査対象年度 
調査対象年度は，神奈川県県立総合教育センターによる，「小学校音楽教科書題材データ

ベース」2）に収録されているものを参考とし，1956年～2004年の間に発行された 16冊の
教科書を対象とする．なお，調査対象期間は 1956 年～2004 年までとなるが，この間に発
行された全ての教科書を調査しない理由として，教育芸術社の掲載曲の改定が平均して 4
年に一度行われており，毎年掲載曲が変化していないことが挙げられる．本研究の調査対

象年度では，平均して 3 年に一度掲載曲の変化を調査しているため，全体の変遷を把握す
る点においては適当であると考える．また，表 2-1で示すように，学習指導要領の改訂にお
いても，それぞれ変化の過程を把握することができる． 

 
 



表 2-1 調査対象年度とその掲載曲総数・準拠する学習指導要領 

調査対象教科書年度 掲載曲数 準拠する学習指導要領

1956年 35
1957年 48
1960年 41
1967年 39
1970年 35
1973年 42
1976年 40
1979年 32
1982年 33
1985年 32
1988年 31
1991年 34
1995年 29
1999年 29
2001年 28
2004年 30
掲載曲総数 558

　平成元年（第６次学習指導要領）

　平成１０年（第７次学習指導要領）

　昭和２６年（第２次学習指導要領）

　昭和３３年（第３次学習指導要領）

　昭和４３年（第４次学習指導要領）

　昭和５２年（第５次学習指導要領）

 
 
 

2-2 データの収集と整理について 
 分析の対象となる掲載曲の歌詞データは，古書の取り寄せや東京の教科書図書館にて教

科書をコピーすることにより収集した．コピーした歌詞データは全て閲覧し，動物が含ま

れているか含まれてないかの区別を行った．動物が含まれていた曲については，一つ一つ

歌詞の入力作業を行い，歌詞分析を行った．その詳細は APPENDIXとして巻末に添付する． 
 
 
2-3 分析方法 
 
 
2-3-1 全体の変遷について 
・掲載曲の掲載回数をそれぞれ調べることによって，掲載回数の少ないものや多いものが

どれだけあるのか，またそれぞれの全体に対する割合を算出した． 
・掲載回数の高い曲を抽出し，高頻出掲載曲上位曲についての考察を行った． 
・ある年に掲載された曲は，一つ昔の教科書に掲載された曲とどのくらい重なっているの

か，重なる曲数をカウントし，全掲載曲数に対しての割合を出した． 
以上 3つの手法により，小学校音楽教科書の全体の変遷を追う． 

 
 



2-3-2 掲載曲の歌詞分析 
 掲載曲の歌詞に，動物あるいは動物を表現するものが現れているかどうか分析する．ま

た，掲載曲に出現した動物一つ一つに対して，掲載確率の変化を算出し，考察を行う．最

後に，動物種別の変化についてまとめを行う． 
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第三章 結果 

 

 

3-1 全体の掲載曲の変遷 

 

 

3-1-1 掲載曲データの収集とデータの整理 

 考察する 16 冊の教科書の掲載曲を参考とするデータベースを基に全てリストアップし，
さらに，鑑賞教材（歌詞がなく聞くだけの教材）や重複を省くデータ整理を行った．その

結果，分析する曲数は 199曲となった． なお，各教科書の掲載曲の詳細と 199曲の曲名は，
APPENDIXに「全体の変遷」としてその一覧を掲載した．  
 
 
3-1-2 掲載回数について 

 199曲の掲載曲の掲載回数について単純集計を行ったところ，図 3-1のようになった．約
半数が 1 回のみ掲載されたものとなっている．一方で多数回掲載された曲は全体的に少な
くはなっているが，中には 14回，16回掲載され，約 50年間にわたって教科書に掲載され
続ける曲があることも確かだ． 
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図 3-1 掲載回数の集計 

 
 
 



3-1-3 高頻出掲載曲 

 掲載回数の多い曲上位 9 曲とその曲の歌詞に表れている動物表現を抽出したところ，表
3-1のようになった．表 3-1から，掲載回数の多いもので，歌詞に動物を含む曲は 4曲とな
っている．歌詞に動物を含まない曲では，「山」や「森」，「川」など大自然や風景を描写し

ているものが多くなっていた．「あおげばとうとし」，「さよなら友よ」はいずれも別れの歌

である．同率 1位のおぼろ月夜とふるさと，3位のわれは海の子は，文部省唱歌であり，学
習指導要領によって掲載が義務付けられているため，長きにわたり掲載が続いている． 
  

表 3-1 掲載曲のベスト 9 
順位 曲名 掲載回数 歌詞中の動物
1 　おぼろ月夜 16 蛙

1 　ふるさと 16 うさぎ　魚　
3 　われは海の子 14 なし

3 　あおげばとうとし 14 蛍
3 　君が代 14 なし

6 　こきょうの人々 12 なし
7 　勇気一つを友にして 9 鳥

7 　エーデルワイス 9 なし
9 　さよなら友よ 8 なし  

 

 

3-1-4 掲載曲の重なり 

 ある年に掲載された曲は，一つ昔の教科書に掲載された曲とどのくらい重なっているの

か，重なる曲数をカウントし，全掲載曲数に対しての割合を算出した．その結果が表 3-2
となった．表 3-2から，各教科書で一つ前の教科書と掲載曲が全て同じのもの，すなわち重
なりの割合が 100％のものはない．また 1995 年と 1999 年の重なりの割合は 85％，1999
年と 2001年の重なりの割合は 88％といずれも高い数値を示していることから，1955年～
2001年の間では，教科書掲載曲の変遷はそれほど大きくなかったことも分かる． 
  

表 3-2 掲載曲の重なりの割合 

教科書年度
重なりの
割合

1957年 55%

1960年 49%

1967年 39%

1970年 66%

1973年 76%

1976年 58%

1979年 50%

1982年 71%

1985年 68%

1988年 78%

1991年 52%

1995年 70%

1999年 85%

2001年 88%

2004年 62%  



3-2 動物を扱った掲載曲の変遷 

 

 

3-2-1 動物掲載曲の抽出 

 分析の対象となる掲載曲の歌詞データを古書の取り寄せや東京の教科書図書館にて教科

書をコピーすることにより収集した．また，歌詞データを全て閲覧し，動物が含まれてい

るものと含まれていないものとの区別を行った．その結果，動物が含まれているものは

71/199曲となり，表 3-3のようになった． 
 

表 3-3 動物掲載曲の一覧 

No. 曲名 No. 曲名

1  めぐる春 37  すずめのコーラス
2  おぼろ月夜 38  山ばと
3  五月の歌 39  きよしこの夜(器楽)
4  気のいいがちょう 40  三びきのねずみ
5  クシコスのゆうびん馬車 41  メリーさんのひつじ
6  お寺のかね 42  行こう野山に
7  すかんぽのさくころ 43  駅馬車
8  よろこびの歌 44  おおブレネリ
9  喜びの歌　 45  ピクニック
10  山の子ども 46  小さい秋見つけた
11  赤とんぼ 47  第９交響曲から合唱の部
12  世界の子守歌 48  飛べよ飛べ
13  楽しき農夫 49  四けんじょ
14  ふるさと 50  向こうお山で
15  思い出 51  春がよんでるよ
16  静夜 52  おうむ
17  ひつじ(演奏会用) 53  手のひらを太陽に
18  スキーの歌 54  レロンレロンシンタ
19  輪舞 55  野いちご
20  荒城の月 56  ゆかいな牧場
21  お江戸日本橋 57  きょうの日はさようなら
22  早春の歌 58  花のまわりで
23  あおげばとうとし 59  ずいずいずっころばし
24  やさしい合唱曲６(参考曲) 60  森のくまさん(６)合唱曲
25  やさしい合唱曲７(参考曲) 61  世界一周
26  どんぐりコロコロ 62  じんじん(ほたる)
27  秋の夜半(参考曲) 63  かりがわたる
28  めじろが来る山 64  勇気一つを友にして
29  お馬 65  雪のポルカ
30  かっこうワルツ 66  チロをつれて
31  ゆめよぶ春(音楽会用) 67  山田耕筰の歌曲
32  わらの中の七面鳥(音楽会用) 68  ティキティキ
33  山の歌(音楽会用) 69  大空賛歌
34  いちご 70  つばさをだいて
35  にじ 71  浜千鳥
36  山寺のおしょうさん(器楽)  



3-2-2 動物掲載曲数の変化 

 年度別の動物掲載曲数の割合は表 3-4のようになった．図 3-4から，掲載曲に動物が出現
する曲は，年々減少していることが分かる．1956 年には 63％と高い数値を示していたが，
それ以降減少し続け，1990年以降は 20％前後であまり変動はない．小学校音楽教科書では，
現代になるにつれて，動物を扱わなくなっている． 
 

表 3-4 動物掲載曲数とその確率 

教科書年度
動物掲載
曲数

動物掲載曲
数の確率

1956年 22 63%

1957年 27 56%

1960年 22 54%

1967年 21 54%

1970年 17 49%

1973年 15 36%

1976年 11 28%

1979年 9 28%

1982年 8 24%

1985年 8 25%

1988年 5 16%

1991年 7 21%

1995年 5 17%

1999年 5 17%

2001年 6 21%

2004年 5 17%  
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図 3-2 動物掲載曲数の割合の変化 



3-2-3 動物掲載曲の重なり 

 動物掲載曲においても，ある年に掲載された曲は，その一つ昔の教科書に掲載された曲

とどのくらい重なっているのか，重なる曲数をカウントし，全掲載曲数に対しての割合を

算出した．その結果が表 3-5である．表 3-5から，1985年と 1988年，1991年と 1995年
のそれぞれの重なりの割合はいずれも 100％であり，動物掲載曲については，全く同じ教材
であり，変化がなかったことが分かる． 
 

表 3-5 動物掲載曲の重なりの割合 

教科書年度 重なりの割合

1957年 59%

1960年 64%

1967年 43%

1970年 82%

1973年 80%

1976年 73%

1979年 67%

1982年 88%

1985年 88%

1988年 100%

1991年 57%

1995年 100%

1999年 80%

2001年 83%

2004年 60%  

 

 
3-2-4 高頻出掲載曲（動物） 
 動物掲載曲の中で，掲載回数の多い曲上位 7位は表 3-6のようになった．  
 

表 3-6 動物掲載曲のベスト 7 
順位 曲名 掲載回数 出現動物

1  おぼろ月夜 16 蛙

1  ふるさと 16 うさぎ　魚

3  あおげばとうとし 14 蛍

4  勇気一つを友にして 9 鳥

5  きよしこの夜(器楽) 8 羊

6  赤とんぼ 6 虫

7  駅馬車 5 馬

7  小さい秋みつけた 5 鳥

7  野いちご 5 鳥  
 
 

 上位 9曲の歌詞に出現する動物の種類は比較的幅広く，偏りはない．  



3-3 出現動物について 

 掲載曲の歌詞中に出現する動物は，表 3-7で全てである．様々な種の動物が掲載されてい
る中，全体的に鳥が出現する確率が，非常に高くなっていることが分かった． 
 

表 3-7 出現動物の一覧 
虫 蛙 小鳥 がちょう
馬 鳥 蛍 からす

山ばと 赤とんぼ 砂鳥 とび

ふくろう ひばり うさぎ こぶな
羊 ひちょう かり 鶴

カメ うぐいす どじょう ひばり

馬 かんこどり めじろ 七面鳥
かもめ ねこ すずめ ねずみ

やぎ おおかみ あひる はと

牛 もぐら　 おうむ おけら
みみず　 あめんぼ みつばち とんぼ

ひよこ 熊 りす 犬

山ほととぎす イルカ カモメ 浜千鳥  
 

 

なお，「がちょう」「からす」「小鳥」などは種類に関係なく総称して「鳥」とし，動物種

の仕分けを行ったところ，出現動物種は 20種類となった．鳥と同じように，虫，魚におい
ても，表 3-8のように総称化を行った． 

 
表 3-8 動物種の総称化 

虫 魚

小鳥 鳥 赤とんぼ こぶな
山ばと とび おけら どじょう
ひばり かり あめんぼ
うぐいす かんこどり みつばち
七面鳥 すずめ とんぼ
はと ひよこ みみず
カモメ 小ばと
がちょう からす
砂鳥 ふくろう
ひちょう 鶴
ひばり めじろ
かもめ あひる
おうむ 山ほととぎす
浜千鳥

鳥

 

 

 

 

 

 

 



3-4 種別 

 

 

3-4-1 出現動物種別の掲載確率の変化 

 年度別にどのような種の動物がうたわれ，何曲あるのかの集計を行った．その結果は表

3-9のようになっている．表 3-9から，鳥以外の動物種では，扱われた回数が 1以下のもの
が大半である．動物出現曲は，全掲載曲数に対して少ないことが分かる． 
 

表 3-9 年度別の動物種の集計 
1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

鳥 12 18 13 8 7 6 3 3 3 3 2 3 2 3 4 2
虫 2 2 1 2 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
蛙 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
馬 1 2 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
蛍 2 2 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 0 0 1
うさぎ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
魚 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
羊 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
カメ 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
猫 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ねずみ 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヤギ 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
狼 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
あひる 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
牛 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
もぐら 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
熊 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
犬 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0
りす 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
いるか 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0  

 
 
表 3-9で得られたデータを基に，それぞれの動物種別に，その年の全掲載曲数に対しての

割合を算出した．その結果が図 3-3である．図 3-3から，動物種の中でも他の種と比べて「鳥」
が出現する曲が掲載される確率は高い．しかし，3-2-2で述べたように動物掲載曲数が減少
していることから，鳥出現曲の割合も他の動物種との差を縮めている． 
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図 3-3 動物種別掲載確率の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3-4-2 鳥出現曲について 

 小学校音楽教科書掲載曲では，鳥が出現する曲が他の種に比べると多くなっている．3-3
で述べたように歌われる種類も様々だ．1956 年から 1960 年までの約五年間では，鳥出現
曲が全体の 3 割となっていた．しかしそれ以降は減少し，1979 年から現在に至るまでは，
いずれも全体の 1 割前後となっている．動物掲載曲数の減少と共に年々少なくなってはい
るが，今も昔も動物種の中では掲載確率がトップとなっている．  
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図 3-4 鳥出現曲の割合の変化 

 
五月の歌 山の歌(音楽会用)

気のいいがちょう いちご

お寺のかね にじ

よろこびの歌 すずめのコーラス

喜びの歌　 山ばと

山の子ども 小さい秋見つけた

世界の子守歌 第９交響曲から合唱の部

楽しき農夫 飛べよ飛べ

思い出 春がよんでるよ

スキーの歌 おうむ

輪舞 レロンレロンシンタ

荒城の月 野いちご

お江戸日本橋 ゆかいな牧場

早春の歌 きょうの日はさようなら

やさしい合唱曲６(参考曲) 花のまわりで

やさしい合唱曲７(参考曲) かりがわたる

秋の夜半(参考曲) 勇気一つを友にして

めじろが来る山 山田耕筰の歌曲

かっこうワルツ 大空賛歌

ゆめよぶ春(音楽会用) つばさをだいて

わらの中の七面鳥(音楽会用) 浜千鳥  
図 3-5 鳥出現曲の一覧 



 鳥掲載曲の中には単発的に掲載され、1回のみで掲載が途絶えているものもあれば，掲載
回数が比較的高く，長く歌われてきた曲もあり，様々だ．例えば，図 3-6の『思い出』は，
1956年，1957年，1960年に 3回掲載されたものである．この曲では「とりのうた きき
めぐり」というフレーズで鳥が出現しているが，鳥はこのように「うた」に関連して扱わ

れているものがある．私たちは，鳥のさえずりをよく歌を歌っているように感じることが

ある．音楽教科書においても，鳥はやはり「うた」や「うたうこと」と密接に関係し，表

現されている． 
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図 3-6 思い出の歌詞 
 
 

 また，鳥の鳴き声を表現している曲もあった．その一例が，図 3-7の『気のいいがちょう』
である．この曲では，がちょうの「ゲェゲェゲェ」という鳴き声や，からすの「カァカァ

カァ」という鳥の鳴き声の歌詞が，曲の大部分を占めている．このように，鳥の鳴き声が

表現されている曲もある． 
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図 3-7 気のいいがちょうの歌詞 
 



 続いて，鳥が曲全体の情景として現われている曲を紹介する．図 3-8は『楽しき農夫』の
歌詞であるが，「ひばりのこえはたかく」や「わらべすなどり うれしげに」というフレー

ズで，情景として鳥がうたわれている． 
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図 3-8 楽しき農夫の歌詞 
 
 
 
次に，鳥の「飛ぶ」動作を歌詞で扱う曲について紹介する．図 3-9は『勇気ひとつを友に
して』の歌詞であるが，この曲は 1979年～2004年にわたって 9回掲載された高頻出掲載
曲でもある．ここでは「ロウでかためた鳥の羽根 両手に持って飛びたった」というよう

に，「飛びたつ」「はばたく」という動作で鳥が扱われている．私たち人間は，鳥の歌声以

外にも，鳥が羽を持って空にはばたく姿にも憧れを抱く傾向がある．このようにして，鳥

の「飛ぶ」動作を扱っている曲もある． 
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図 3-9 勇気一つを友にしての歌詞 
 



 最後に，鳥の単純な「動作」を表現する曲について紹介する．図 3-10は『おうむ』の歌
詞であるが，「おうむがまどに とまっている」というフレーズで鳥がうたわれている．こ

の曲では，単純に「留る」という鳥の動作が歌詞でうたわれている．このように，上記で

紹介した 4つの扱われ方のどれにも分類されず，単純に動作を表現する曲を，動作の内容
に関わらず鳥の「動作」を表現する曲とみなした．この曲以外の曲では，例えば，「名乗る」

「来る」「逃げる」等の動作が表現されていた． 
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図 3-10 おうむの歌詞 
 
 

 鳥出現曲は，以上のような 5 つの意味で扱われていることが分かった．その扱われ方を
単純集計したものが表 3-10となった．表 3-10から，鳥はその鳴き声から，「うた」と関連
して扱われるもの，また単純に鳴き声として扱われるものが多い．環境教育という点で，

生物多様性として扱われているものや，鳥獣保護の概念が反映されているものはなかった． 
 

表 3-10 鳥出現曲の歌詞の意味とその集計 

うた 鳴き声 情景 飛ぶ 動作
曲数 10 9 6 6 14  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



3-4-3 虫出現曲について 

 調査対象年度の虫出現曲数と掲載確率は表 3-11のようになり，変化の過程は図 3-11のよ
うになった．虫が出現する曲は，『めぐる春』『赤とんぼ』『手のひらを太陽に』の 3曲であ
る．『めぐる春』と『手のひらを太陽に』は，どちらも掲載回数は 2回，1回と少ないが，
『赤とんぼ』は 1956年～1973年の間連続して 6回掲載された．1973年以降は一旦掲載さ
れなくなるが，1991年に再び『山田耕作の歌曲』の一例で赤とんぼが掲載された． 
 

表 3-11 虫出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

虫出現曲数 2 2 1 2 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

掲載確率（％） 6 4 2 5 3 2 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0  
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図 3-11 虫出現曲の掲載確率の変化 

 
『赤とんぼ』は，図 3-12のような歌詞になっており，曲の中の主人公が，昔を思い出し
ながら赤とんぼを見た日を懐かしむ歌となっている． 
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図 3-12 赤とんぼの歌詞 



3-4-4 蛙出現曲について 

 調査対象年度の蛙出現曲数と掲載確率は表 3-12 のようになり，変化の過程は図 3-13 の
ようになった．蛙が出現する曲は『春がよんでるよ』『手のひらを太陽に』『おぼろ月夜』

であるが，『春がよんでるよ』『手のひらを太陽に』はそれぞれ掲載回数が 1 回である．一
方，『おぼろ月夜』は掲載回数が非常に高い曲であるため，蛙は音楽教科書で長期的に扱わ

れてきたと言える．  
 

表 3-12 蛙出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

蛙出現曲数 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

掲載確率（％） 3 2 2 8 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3
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図 3-13 蛙出現曲の掲載確率の変化 
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図 3-14 おぼろ月夜の歌詞 
 



 『おぼろ月夜』の歌詞は図 3-14 のようになっている．「かわずの鳴くねも かねの音も 
さながらかすめる おぼろ月夜」いうように，おぼろ月夜に蛙が鳴いている様子が描写さ

れている． 

 

 

3-4-5 馬出現曲について 

 調査対象年度の蛙出現曲数と掲載確率は表 3-13 のようになり，変化の過程は図 3-15
のようになった．馬出現曲は『クシコスのゆうびん馬』『お馬』『駅馬車』『山田耕作の歌曲』

から『待ちぼうけ』である．掲載回数では，『クシコスのゆうびん馬』『お馬』『待ちぼうけ』

は全て 1回のみの掲載となっている．駅馬車は 5回掲載されたが，1979年以降掲載が途絶
えた． 
 

表 3-13 馬出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

馬出現曲数 1 2 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0
掲載確率
（％）

3 4 0 3 3 2 3 3 0 0 0 3 0 0 0 0
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図 3-15 馬出現曲の掲載確率の変化 
 
 
 
 
 

 



馬出現曲の特徴として，図 3-16 のように馬そのものをうたう場合もあれば，図 3-17 の
ように，馬車として表現されている場合もある． 
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図 3-16 お馬の歌詞 
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図 3-17 駅馬車の歌詞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3-4-6 蛍出現曲について 

 調査対象年度の蛍出現曲数と掲載確率は表 3-14 のようになり，変化の過程は図 3-18 の
ようになった．蛍出現曲は『すかんぽのさくころ』『あおげばとうとし』『向こうお山で』『じ

んじん(ほたる）』となっている．『すかんぽのさくころ』は 3 回掲載されたが 1960 年を最
後に掲載が途絶えている．『向こうお山で』『じんじん(ほたる）』はそれぞれ 1回のみの掲載
となっている．一方『あおげばとうとし』は掲載回数が 14回で，現代でもなお掲載が続い
ている． 
 

表 3-14 蛍出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

蛍出現曲数 2 2 2 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 0 0 1

掲載確率（％） 6 4 5 5 3 2 5 3 3 3 3 3 3 0 0 3
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図 3-18 蛍出現曲の掲載確率の変化 
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図 3-19 あおげばとうとしの歌詞 



3-4-7 うさぎ出現曲について 

 調査対象年度のうさぎ出現曲数と掲載確率は表 3-15のようになり，変化の過程は図 3-20
のようになった．うさぎ出現曲は『ふるさと』『山田耕作の歌曲』から『待ちぼうけ』であ

る．『待ちぼうけ』は 1 回のみの掲載であるが，『ふるさと』は文部省唱歌であることから
16 回掲載されており，今も昔も継続して教科書に掲載される曲である．うさぎは，小学校
音楽教科書にて長期的に扱われてきたと言える． 
  

表 3-15 うさぎ出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

うさぎ出現曲数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

掲載確率（％） 3 2 2 3 3 2 3 3 3 3 3 6 3 3 4 3  
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図 3-20 うさぎ出現曲の掲載確率の変化 
 

 『ふるさと』の歌詞は図 3-20 のようになっている．「うさぎおいし かのやま」という
歌詞は，現代ではあまり想像することのできない光景であるが，この『ふるさと』のよう

な曲が時を越えて人々に歌われ続けている． 
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図 3-21 ふるさとの歌詞 
 

3-4-8 魚出現曲について 

 調査対象年度の魚出現曲数と掲載確率は表 3-16 のようになり，変化の過程は図 3-22 の
ようになった．魚出現曲は『ふるさと』『どんぐりコロコロ』である．『どんぐりコロコロ』

は 1 回のみ掲載されたが，『ふるさと』は 16 回掲載されている．したがって，魚出現曲は
うさぎ出現曲の掲載のケースとよく似ている．魚は，小学校音楽教科書にて長期的に扱わ

れてきたと言える．『ふるさと』では「こぶなつりし かのかわ」というフレーズで魚が扱

われている． 
  

表 3-16 魚出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

魚出現曲数 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

掲載確率（％） 3 6 2 3 3 2 3 3 3 3 3 3 3 3 4 3
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図 3-22 魚出現曲の掲載確率の変化 



3-4-9 羊出現曲について 

 調査対象年度の羊出現曲数と掲載確率は表 3-17 のようになり，変化の過程は図 3-23 の
ようになった．羊出現曲は『静夜』『ひつじ』『きよしこの夜』『おおブレネリ』『メリーさ

んのひつじ』である．『静夜』『ひつじ』『おおブレネリ』『メリーさんのひつじ』はいずれ

も掲載回数が 2回以下であるが，『きよしこの夜』は 8回掲載された．しかし 1985年以降
は掲載が途絶え，現代では音楽教科書では扱われていない． 
 

表 3-17 羊出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

羊出現曲数 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 6 2 5 5 3 2 3 3 3 3 0 0 0 0 0 0  
 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1

9
5

6
年

1

9
5

7
年

1

9
6

0
年

1

9
6

7
年

1

9
7

0
年

1

9
7

3
年

1

9
7

6
年

1

9
7

9
年

1

9
8

2
年

1

9
8

5
年

1

9
8

8
年

1

9
9

1
年

1

9
9

5
年

1

9
9

9
年

2

0
0

1
年

2

0
0

4
年

年度

割
合

（
％

）

 
図 3-23 羊出現曲の掲載確率の変化 

 
 『きよしこの夜』の歌詞は図 3-24 のようになっている．「ひつじかいらは」というフレ
ーズに羊が出現しているが，一般的に日本では羊を飼う習慣はなく，外国曲である． 
 

き
よ
し
こ
の
夜 

賛
美
歌
よ
り 

作
曲 

グ
ル
ー
バ
ー 

 

一
．
き
よ
し 

こ
の
よ
る 

ほ
し
は 

ひ
か
り 

す
く
い
の
み
こ
は 

み
は

は
の
む
ね
に 

ね
む
り
た
も
う 

ゆ

め
や
す
く 

 

二
．
き
よ
し 

こ
の
よ
る 

み
つ
げ 

う
け
し 

ひ
つ
じ
か
い
ら
は 

み
こ

の
み
ま
え
に 

ぬ
か
ず
き
ぬ 

か
し

こ
み
て 

 

図 3-24 きよしこの夜の歌詞 
 



3-4-10 カメ出現曲について 

 調査対象年度のカメ出現曲数と掲載確率は表 3-18 のようになり，変化の過程は図 3-25
のようになった．カメ出現曲は『お江戸日本橋』のみである．この曲は，3回掲載されたが
1960年以降掲載はされていない．したがって，現代では音楽教科書においてカメは扱われ
なくなった． 
 

表 3-18 カメ出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

カメ出現曲数 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 3 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-25 カメ出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-11 猫出現曲について 

 調査対象年度の猫出現曲数と掲載確率は表 3-19 のようになり，変化の過程は図 3-26 の
ようになった．猫出現曲は『山寺のおしょうさん』のみである．この曲は 3 回掲載された
が，1970年を最後に掲載が途絶えている． 

表 3-19 猫出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

猫出現曲数 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 2 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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図 3-26 猫出現曲の掲載確率の変化 

 

 『山寺のおしょうさん』の歌詞は図 3-27のようになっている．「ねこをかんぶくろに お

しこんで ポーンとつきゃ ニャーンとなく」というフレーズに猫が出現している．現代

社会では，猫を袋に押し込んで鐘を付くという行為は，人々には想像されにくいのではな

いだろうか．何故なら猫はペットとして飼われることの方が多くなっているからである．

この曲が現代音楽教科書で扱われなくなったのは，このような背景もあるのかもしれない． 
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図 3-27 『山寺のおしょうさん』の歌詞 



3-4-12 ねずみ出現曲について 

 調査対象年度のねずみ出現曲数と掲載確率は表 3-20のようになり，変化の過程は図 3-28
のようになった．ねずみ出現曲は『三びきのねずみ』『ずいずいずっころばし』である．こ

の 2 曲は，いずれも 1 回のみの掲載となっている．ねずみは，音楽教科書において単発的
に掲載されただけであり，音楽教科書において長く扱われてきた動物ではない． 
  

表 3-20 ねずみ出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

ねずみ出現曲数 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-28 ねずみ出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-13 ヤギ出現曲について 

 調査対象年度のヤギ出現曲数と掲載確率は表 3-21 のようになり，変化の過程は図 3-29
のようになった．ヤギ出現曲は『行こう野山に』『ピクニック』である．『行こう野山に』

は 1967 年と 1970 年に 2 回掲載された．一方『ピクニック』は 1967 年，1970 年，1973
年の 3 回である．掲載回数としてはそれほど多くなく，現代では扱われなくなったが，両
者の掲載された期間は重なっていた． 
 

表 3-21 ヤギ出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

ヤギ出現曲数 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 5 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-29 ヤギ出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-14 狼出現曲について 

 調査対象年度の狼出現曲数と掲載確率は表 3-22 のようになり，変化の過程は図 3-30 の
ようになった．狼出現曲は『おおブレネリ』のみである．この曲は， 1 回のみの掲載とな
っている．狼は，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教科書におい

て長く扱われてきた動物ではない． 
 

表 3-22 狼出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

狼出現曲数 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-30 狼出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-15 あひる出現曲について 

 調査対象年度のあひる出現曲数と掲載確率は表 3-23のようになり，変化の過程は図 3-31
のようになった．あひる出現曲は『ピクニック』のみである．この曲は， 1 回のみの掲載
となっている．あひるは，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教科

書において長く扱われてきた動物ではない． 
 

表 3-23 あひる出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

あひる出現曲数 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 3 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-31 あひる出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-16 牛出現曲について 

 調査対象年度の牛出現曲数と掲載確率は表 3-24 のようになり，変化の過程は図 3-32 の
ようになった．牛出現曲は『四けんじょ』『世界一周』の 2 曲である．『四けんじょ』は，
1967年，1970年，1973年に 3回掲載されたが，それ以降掲載は途絶えている．『世界一周』
は 1 回のみの掲載となっている．牛は，過去に教科書で扱われていた時期もあったが，現
代においては扱われなくなった． 
 

表 3-24 牛出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

牛出現曲数 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 3 3 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-32 牛出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-17 もぐら出現曲について 

 調査対象年度のもぐら出現曲数と掲載確率は表 3-25のようになり，変化の過程は図 3-33
のようになった．もぐら出現曲は『ピクニック』のみである．この曲は，1回のみの掲載と
なっている．もぐらは，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教科書

において長く扱われてきた動物ではない． 
 

表 3-25 もぐら出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

もぐら出現曲数 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-33 もぐら出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-18 熊出現曲について 

 調査対象年度の熊出現曲数と掲載確率は表 3-26 のようになり，変化の過程は図 3-34 の
ようになった．熊出現曲は『森のくまさん』のみである．この曲は， 1 回のみの掲載とな
っている．熊は，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教科書におい

て長く扱われてきた動物ではない． 
 

表 3-26 熊出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

熊出現曲数 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0  
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図 3-34 熊出現曲の掲載確率の変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-19 犬出現曲について 

 調査対象年度の犬出現曲数と掲載確率は表 3-27 のようになり，変化の過程は図 3-35 の
ようになった．犬出現曲は『チロをつれて』のみである．この曲は， 1 回のみの掲載とな
っている．犬は，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教科書におい

て長く扱われてきた動物ではない． 
  

表 3-27 犬出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

犬出現曲数 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0
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図 3-35 犬出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-20 りす出現曲について 

 調査対象年度のりす出現曲数と掲載確率は表 3-28 のようになり，変化の過程は図 3-36
のようになった．りす出現曲は『雪のポルカ』のみである．この曲は， 1 回のみの掲載と
なっている．りすは，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教科書に

おいて長く扱われてきた動物ではない． 
  

表 3-28 りす出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

りす出現曲数 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
掲載確率
（％）

0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
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図 3-36 りす出現曲の掲載確率の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3-4-21 いるか出現曲について 

 調査対象年度のいるか出現曲数と掲載確率は表 3-29のようになり，変化の過程は図 3-37
のようになった．いるか出現曲は『ティキティキ』のみである．この曲は， 1 回のみの掲
載となっている．いるかは，音楽教科書において単発的に掲載されただけであり，音楽教

科書において長く扱われてきた動物ではない． 
  

表 3-29 いるか出現曲数と掲載確率 

1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年

いるか出現曲数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

掲載確率（％） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0  
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図 3-37 いるか出現曲の掲載確率の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3-5 まとめ 

調査の結果，以下のことが分かった． 

 

・小学校音楽教科書では，動物を扱う曲が減少している．1950年代では全体の約 6割，1960
年代では全体の約 5 割で動物が出現する曲であった．しかし，それ以降は減少し続け，
1990年以降～現代にいたるまで，20％前後となっている． 

 
・出現動物種の割合については，鳥が出現する曲が掲載される確率が他の種よりも高い．

鳥出現曲では，鳥が「うた」に関連して扱われているもの，鳴き声が表現されているも

の，鳥の「飛ぶ」動作が表現されているもの，または，曲の情景的に扱われているもの

等があった．鳥は，様々な形で歌われ，音楽教科書においても多く扱われているが，歌

詞の意味で環境教育としての意味を成しているものは見られなかった． 
 
・文部省唱歌は学習指導要領の指針により長期的に掲載されるため，その曲に出現する動

物は音楽教科書において長く扱われるものとなる． 
 
・文部省唱歌以外の曲は，比較的単発的に扱われる傾向がある．中には一定期間扱われる

ものもあるが，掲載はいずれ途絶える． 
 
 
 
【それぞれの動物種について】 
・虫は，昔は 1970年初頭までは扱われていたが，現代ではあまり扱われなくなった． 
・蛙は，「おぼろ月夜」の掲載により長期的に扱われていた． 
・馬は，1960年代，1970年代では扱われていたが，現代では扱われなくなった．「馬車」
という表現で扱われている曲もあり，そのような曲は，現代社会では「馬車」が人々に

あまり親しまれなくなったから消えたのではないか． 
・蛍は，「あおげばとうとし」の掲載により長期的に扱われている． 
・うさぎと魚は，「ふるさと」の掲載により長期的に扱われている． 
・羊は，1980年半ばまで扱われてきたが，現代では扱われなくなった． 
・カメは，1960年まで扱われていたが，現代では扱われなくなった． 
・猫は，1960年代扱われていたが，現代では扱われなくなった． 
・ヤギは 1960年代～1970年初頭の一定期間で扱われたが，現代では扱われなくなった． 
・牛は 1960年代～1970年初頭まで一定期間扱われたが，現代では扱われなくなった． 
・ねずみ，狼，あひる，もぐら，熊，犬，りす，いるかは単発的に扱われた． 
 



以上の結果により，20種類の動物種の過去 50年間の扱われ方は，表 3-30のようにまと
めることができる．長期的に扱われている動物種については，いずれも文部省唱歌で出現

している動物種である． 
 

表 3-30 動物種の扱われ方のまとめ 

単発的に扱われた

動物種 掲載が続いた曲名 動物種 掲載最終年

虫 赤とんぼ 馬 1979年 ねずみ
蛙 おぼろ月夜 羊 1985年 狼
蛍 あおげばとうとし カメ 1960年 あひる
うさぎ ふるさと 猫 1970年 もぐら
魚 ふるさと ヤギ 1973年 熊

牛 1976年 犬
りす
いるか

長期的に扱われる 扱われなくなった

 
 

  
 
3-6 結果を受けての考察 
 
 
3-6-1 動物掲載曲の減少について 
調査の結果より，動物掲載曲は著しく減少していることが分かった．変遷の様子からし

て，高度経済成長と共に減少していることが分かる．高度経済成長が終わった 1970年初頭
から全体の 20％で留まっているのは，私たちの身の周りから動物が消え，掲載曲で動物を
扱いづらくなっているからではないだろうか． 

 
 

3-6-2 鳥出現曲の掲載確率の変化について 
動物掲載曲の中で出現する確立の高かった鳥は，現代になるに連れて現象するも，近年

の一時的な掲載確率の上昇がみられる．原因として，ラムサール条約の締約や鳥獣保護の

概念が普及したなどの時代の変化が影響していることが予想される． 
 
 
3-6-3 現代の音楽教科書掲載曲の動向について 
 調査により，動物掲載曲が減少していることが分かったが，その代わりとして「友達」

や「仲間」について歌う曲が増えていることが示唆される．表 3-31のように，動物掲載曲
が掲載される 1950年代の掲載曲と，現代の掲載曲を比較すると，確かに，動物掲載曲が消



えていることは明らかである．動物が出現していない曲においては，詳細に歌詞分析を行

っていないため推測となるが，動物が含まれているか歌詞を閲覧している際に，仲間意識

を強めるような歌や，友達を大切にすることをうたうもの，あるいは，友達と合唱する行

為をうたうものを多く見かけた． 
現行の学習指導要領の解説書によれば，「児童自らが音楽のよさや面白さ，…音楽活動へ

の興味・関心を膨らませるとともに，友達とかかわり合いながら，主体的に音楽を学ぶ喜

びを味わうような学習活動を充実していくこと」1）が重要であると記されている．ここで，

友達とかかわりあいながら音楽を学ぶことが重要視され，指導の一環として掲げられるた

め，「仲間」や「友達」の曲が，音楽教科書で扱われるようになっているのだろう． 
 
しかし，低学年の指導内容では，「低学年の児童は，歌うことが好きで，歌詞の表す情景

や場面を想像して楽しんだり，登場する人物や動物になりきって歌ったりする．このよう

な低学年の児童には，歌詞の内容を身近なものとしてとらえたり，楽曲の気分を味わった

り，音楽を形づくっている要素の働きを感じ取ったりしながら，それを基に歌唱の表現を

工夫し，思いをもって歌うようにすることが大切である．」2）というような記載もあり，歌

詞で扱われる動物が，音楽を形づくる要素として感じ取ることが大切であるとされている．

低学年は本研究の調査対象ではないため，この指導内容についての検証はできなかったが，

音楽教育が環境教育の要素を取り入れることが可能であることが予想される． 
 
また，「音楽科で扱った内容や教材の中で適切なものを，道徳の時間に活用することが効

果的な場合もある．また，道徳の時間で取り上げたことに関係のある内容や教材を音楽科 
で扱う場合には，道徳の時間における指導の成果を生かすように工夫することも考えられ

る．」3）という記載から，道徳と音楽の連動の必要性が掲げられていることが分かる．道徳

の授業では，環境教育の推進がされており，その道徳と音楽とが連動するのであれば，こ

の点においても，音楽教育が環境教育としての要素を取り入れることは可能であることが

示唆される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



表 3-31 掲載曲の比較 
No. 刊行年 曲名 No. 刊行年 曲名

1 1957年  こきょうの人々 1 2001年  歌よありがとう

2 1957年  おぼろ月夜 2 2001年  つばさをください

3 1957年  セレナード 3 2001年  おぼろ月夜

4 1957年  めぐる春 4 2001年  夢をのせて

5 1957年  遠足 5 2001年  ハンガリー舞曲第５番

6 1957年  海へ山へ 6 2001年  風に向かい光に向かい

7 1957年  お寺のかね 7 2001年  勇気一つを友にして

8 1957年  すかんぽのさくころ 8 2001年  エーデルワイス

9 1957年  やさしい合唱曲５（参考曲） 9 2001年  われは海の子

10 1957年  どんぐりコロコロ 10 2001年  山田耕筰の歌曲

11 1957年  楽しいおどり 11 2001年  ふるさと

12 1957年  青い風 12 2001年  風を切って

13 1957年  愉快なかじやさん（参考曲） 13 2001年  広い空の下で

14 1957年  喜びの歌（参考曲） 14 2001年  小さい秋見つけた

15 1957年  なかよし円舞曲 15 2001年  メヌエット

16 1957年  思い出 16 2001年  失われた歌

17 1957年  ミネトンカの湖はんにて 17 2001年  星空はいつも

18 1957年  思い出（器楽） 18 2001年  木星

19 1957年  通りゃんせ 19 2001年  銀河鉄道の歌

20 1957年  われは海の子 20 2001年  春の海

21 1957年  赤とんぼ 21 2001年  越天楽今様

22 1957年  山の子ども 22 2001年  アジアの音楽

23 1957年  秋の夜半（参考曲） 23 2001年  アンデスの祭り

24 1957年  楽しき農夫（参考曲） 24 2001年  コンドルは飛んで行く

25 1957年  お江戸日本橋 25 2001年  ラバースコンチェルト

26 1957年  シューベルトの子もり歌 26 2001年  さよなら友よ

27 1957年  世界の子もり歌（参考曲） 27 2001年  さようなら

28 1957年  めじろが来る山 28 2001年  大空賛歌

29 1957年  カッコウワルツ（音楽会用器
楽）

29 2001年  街は光の中に

30 1957年  荒城の月 30 2001年  あの山の上で

31 1957年  春の海 31 2001年  旅立つ日に

32 1957年  やさしい合唱曲６（参考曲） 32 2001年  つばさをだいて

33 1957年  ゆりかごの歌 33 2001年  コンドルは飛んで行く

34 1957年  汽車 34 2001年  かんしょう資料

35 1957年  りょしゅう 35 2001年  君が代

36 1957年  静夜 36 2001年  愛のテーマ

37 1957年  やさしい合唱曲７（参考曲） 37 2001年  コンドルは飛んで行く

38 1957年  春がきた 38 2001年  銀河鉄道の歌

39 1957年  お馬 39 2001年  かんしょう資料

40 1957年  なかよしこよし 40 2001年  リコーダーの運指表ほか

41 1957年  かっこう 41 2001年  君が代

42 1957年  ゆりかご

43 1957年  雪の朝

44 1957年  月光の曲

45 1957年  スキーの歌

46 1957年  ふるさと

47 1957年  早春の歌

48 1957年  お祭り（音楽会用）

49 1957年  ゆめよぶ春（音楽会用）

50 1957年  わらの中の七面鳥（音楽会用）

51 1957年  山の歌（音楽会用）

52 1957年  めぐる春（音楽会用）

53 1957年  あおげば尊し  
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第四章 結論 
 
 
4-1 結論 
 小学校音楽教科書掲載曲では，動物がうたわれる曲は減少しており，小学校音楽教科に

おいて，動物が扱われる曲を唱歌するという行為も減少していると考えられる．音楽とい

う身近な素材，そして歌うという行動を通じて動物を触れていくことは，人々にとっての

大事な浸透となり，イメージと共に心に埋め込まれるものと成り得るが，動物掲載曲が減

少傾向にあるという現実から，小学校 6 年生においては，音楽教科と環境学習という接点
はあまり見受けられない．また，音楽教科で長くうたわれてきた曲は，結果的に文部省唱

歌であることが多いため，各出版社によって発信されるメッセージに，ある程度限界があ

るということも事実だ． 
 
小学校音楽教科書で扱われてきた曲では，昔から鳥が多く出現していた．生物多様性の

概念から種の多様性を重要視するのであれば，鳥以外の動物種ももっと掲載曲で継続的に

扱われてもよい． 
 
今日では，私たち人間と動物との距離が増え，あまり触れ合えなくなっているという現

実もあるなかで，歌詞で動物を扱っても，リアルな世界との距離が生まれてしまうことも

ある．歌に出てくる動物とリアルな暮らしとの連動がどうなっているのか押さえて唱歌し

なければ，やはりファンタジーの世界に留まってしまう．身近な動物への興味関心を刺激

するためには，動物掲載曲を単に唱歌するだけでは，音楽教育で環境教育としての効果を

期待することは難しい．しかし，例えば，出現する動物がどこに棲んでいるか，動物の属

性を説明し，そのことをイメージしながら生徒が唱歌したらどうだろうか．このような方

法で動物掲載曲を唱歌するならば，音楽教育に環境教育としての要素を取り入れ，環境教

育に役立つことも可能である． 
 
 高学年においては，動物を扱う曲が少なくなっていたが，低学年においては高学年より

も動物が多く扱われることが推測される．また，道徳と音楽の連動が求められている背景

からも，音楽教育に環境教育の要素を取り入れることは可能である． 
 
 
 
 
 
 



4-2 本研究の課題 
本研究の課題として，単に扱われた動物の変化だけでなく，歌詞の中でどのような意味

で扱われていたかの考察ももっとすべきであったことが挙げられる．小学校音楽教科書で

は，掲載曲に動物が出現する曲が少なくなっているが，その中で扱われる動物が実際の授

業でどのように扱われていたのか，更なる分析も必要であった． 
文部省唱歌は，小学校音楽教科書において長く掲載され人々に長く親しまれているが，

その中に登場する動物は人々にとって実際にどのような浸透になっているのか，現実的な

検証も必要である．動物を大切にしたいという浸透につながっているかもしれないし，つ

ながっていないかもしれない．もし動物愛護のような考え方や生物多様性として，文部省

唱歌が人々に浸透しているのなら，音楽教育と環境教育という新たな可能性がうまれる． 
環境問題の解決においては，人々の環境配慮の意識を高めるにあたって多面的なアプロ

ーチが必要である．環境学習という手段においても同様な考え方も必要であることから，

本研究のようなアプローチを用いることによって，環境教育と音楽教育との接点が結びつ

けられれば，よりよい社会が実現するだろう． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



謝辞 
 
 本研究を進めるにあたり，悩みながら遠回りするなかで，あたたかく見守り，ご指導，

ご協力，助言などを多数賜りました数多くの先生方，諸先輩方，諸学友に，厚く御礼申し

上げます． 
 
はじめに，研究の初めから終わりまで，的確なご指導をいただきました滋賀県立大学環

境科学部環境政策･計画学科の近藤隆二郎准教授に心より感謝いたします．研究を進める中

で，研究の対象や研究方法，切り口など，興味や関心のきっかけを与えてくださったこと

に深く感謝いたします．また，悩み立ち止まりそうになった時にも，何度も背中を押して

いただき，本当にありがとうございました． 
 
そして，査読をして頂いた滋賀県立大学環境科学部環境政策･計画学科の香川雄一准教授

には，研究の内容について的確なアドバイスを頂き，本研究の完成度をあげることができ

ました．修正にあたり，丁寧なご指導を頂き誠にありがとうございました． 
 
 また，本研究の資料を収集するにあたってご協力を頂いた上智大学文学部の臼井麻衣さ

んには，研究の中核となる教科書のコピーを代行していただいたことを心より感謝いたし

ます． 
 
 そして，共に同じ研究室で学び支えてくれた入江紗恵子さん，中村友子さん，倉田佳久

さんには，研究に対する姿勢や，どんな時にも必死に取り組む姿から，たくさんの刺激を

受けました．私が皆さんと同じ歩幅で研究に取り組めなかった時にも，同じゼミ生として

私を受け入れ，支えてくださったことに深く感謝いたします． 
 
 私事にはなりますが，公私生活において触れ合うことも多く，支えていただいた友人の

皆さんに深く感謝いたします．そして，私をここまで育て，学生生活を支えてくれた両親

と姉妹に心から感謝いたします． 
 
 最後にもう一度，近藤先生をはじめ私を支えてくださった全ての皆様に心より感謝し，

本研究を終わります．本当にありがとうございました． 
 

2011年 2月 24日 
森 愛実 



 - 1 - 

教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1956年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1956年 おんがく 6年 めぐる春 久野静夫 ハイケンス 表現

2 1956年 おんがく 6年 セレナーデ ハイケンス 鑑賞

3 1956年 おんがく 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

4 1956年 おんがく 6年 五月の歌 文部省唱歌 表現

5 1956年 おんがく 6年 気のいいがちょう 文部省唱歌 表現

6 1956年 おんがく 6年 遠足 文部省唱歌 表現

7 1956年 おんがく 6年 クシコスのゆうびん馬車 久野静夫 カールネッケ 表現

8 1956年 おんがく 6年 海へ山へ 久野静夫 アメリカ民謡 表現

9 1956年 おんがく 6年 お寺のかね 山崎紀一郎 イギリス民謡 表現

10 1956年 おんがく 6年 すかんぽのさくころ 北原白秋 山田耕筰 表現

11 1956年 おんがく 6年 なかよし円舞曲 深尾須磨子 高田信一 表現

12 1956年 おんがく 6年 よろこびの歌 文部省唱歌 表現

13 1956年 おんがく 6年 山の子ども 文部省唱歌 表現

14 1956年 おんがく 6年 森のこだま ハイゼン 鑑賞

15 1956年 おんがく 6年 ゆりかご 平井康三郎 平井康三郎 表現

16 1956年 おんがく 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

17 1956年 おんがく 6年 花売 文部省唱歌 表現

18 1956年 おんがく 6年 赤とんぼ 文部省唱歌 表現

19 1956年 おんがく 6年 子守歌 北瀬彰 シューベルト 表現

20 1956年 おんがく 6年 世界の子守歌（参考曲） 世界曲 表現

21 1956年 おんがく 6年 楽しき農夫 久野静夫 シューマン 表現

22 1956年 おんがく 6年 楽興の時 シューベルト 鑑賞

23 1956年 おんがく 6年 りょしゅう 文部省唱歌 表現

24 1956年 おんがく 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

25 1956年 おんがく 6年 思い出 文部省唱歌 表現

26 1956年 おんがく 6年 思い出 ドルドラ 鑑賞

27 1956年 おんがく 6年 木の実 久野静夫 ラモー 表現

28 1956年 おんがく 6年 カッコウワルツ（演奏会用器楽） ヨナソン 表現

29 1956年 おんがく 6年 静夜 賛美歌より グルーバー 表現

30 1956年 おんがく 6年 クリスマスのかね ドイツ民謡 鑑賞

31 1956年 おんがく 6年 通りゃんせ 東京地方民謡 表現

32 1956年 おんがく 6年 歌はぼくらのお友だち（演奏会用） 岡本敏明 小林福子 表現

33 1956年 おんがく 6年 ひつじ（演奏会用） 西条八十 橋本国彦 表現

34 1956年 おんがく 6年 スキーの歌 文部省唱歌 表現

35 1956年 おんがく 6年 こきょうの人々 文部省唱歌 表現

36 1956年 おんがく 6年 輪舞 久野静夫 スペイン舞曲 表現

37 1956年 おんがく 6年 荒城の月 文部省唱歌 表現

38 1956年 おんがく 6年 お江戸日本橋 日本民謡 表現

39 1956年 おんがく 6年 早春の歌 文部省唱歌 表現

40 1956年 おんがく 6年 あおげばとうとし 文部省唱歌 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1957年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1957年 おんがく 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

2 1957年 おんがく 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1957年 おんがく 6年 セレナード
モーツアルトハイ

ドン
鑑賞

4 1957年 おんがく 6年 めぐる春 久野静夫 ハイケンス 表現

5 1957年 おんがく 6年 遠足 文部省唱歌 表現

6 1957年 おんがく 6年 海へ山へ 久野静夫 アメリカ民謡 表現

7 1957年 おんがく 6年 お寺のかね 山崎紀一郎 イギリス民謡 表現

8 1957年 おんがく 6年 すかんぽのさくころ 北原白秋 山田耕筰 表現

9 1957年 おんがく 6年 やさしい合唱曲５（参考曲） 表現

10 1957年 おんがく 6年 どんぐりコロコロ 青木存義 梁田貞 表現

11 1957年 おんがく 6年 楽しいおどり 野口耽介 ドイツ民謡 表現

12 1957年 おんがく 6年 青い風 勝承夫 海沼実 表現

13 1957年 おんがく 6年 愉快なかじやさん（参考曲） 久野静夫 ヘンデル 表現

14 1957年 おんがく 6年 喜びの歌（参考曲） 岩佐東一郎 ベートーベン 表現

15 1957年 おんがく 6年 なかよし円舞曲 深尾須磨子 高田信一 表現

16 1957年 おんがく 6年 思い出 古関吉雄 ベイリー 表現

17 1957年 おんがく 6年 ミネトンカの湖はんにて 鑑賞

18 1957年 おんがく 6年 思い出（器楽） ベイリー 表現

19 1957年 おんがく 6年 通りゃんせ 東京地方民謡 表現

20 1957年 おんがく 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

21 1957年 おんがく 6年 赤とんぼ 三木露風 山田耕筰 表現

22 1957年 おんがく 6年 山の子ども 高橋掬太郎 平井康三郎 表現

23 1957年 おんがく 6年 秋の夜半（参考曲） 佐々木信綱 ウェーバー 表現

24 1957年 おんがく 6年 楽しき農夫（参考曲） 久野静夫 シューマン 表現

25 1957年 おんがく 6年 お江戸日本橋 日本民謡 表現

26 1957年 おんがく 6年 シューベルトの子もり歌 近藤朔風 シューベルト 表現

27 1957年 おんがく 6年 世界の子もり歌（参考曲） 世界曲 鑑賞

28 1957年 おんがく 6年 めじろが来る山 後藤一夫 平岡照章 表現

29 1957年 おんがく 6年 カッコウワルツ（音楽会用器楽） ヨナーソン 表現

30 1957年 おんがく 6年 荒城の月 土井晩翠 滝廉太郎 表現

31 1957年 おんがく 6年 春の海 鑑賞

32 1957年 おんがく 6年 やさしい合唱曲６（参考曲） 表現

33 1957年 おんがく 6年 ゆりかごの歌 北原白秋 草川信 表現

34 1957年 おんがく 6年 汽車 文部省唱歌 表現

35 1957年 おんがく 6年 りょしゅう 犬童球渓 オードウェイ 表現

36 1957年 おんがく 6年 静夜 賛美歌より グルーバー 表現

37 1957年 おんがく 6年 やさしい合唱曲７（参考曲） 表現

38 1957年 おんがく 6年 春がきた 文部省唱歌 表現

39 1957年 おんがく 6年 お馬 林柳波 松島つね 表現

40 1957年 おんがく 6年 なかよしこよし 岩佐東一郎 外国曲 表現

41 1957年 おんがく 6年 かっこう 伊藤武雄 ドイツ民謡 表現

42 1957年 おんがく 6年 ゆりかご 平井康三郎 平井康三郎 表現

43 1957年 おんがく 6年 雪の朝 大和田建樹 ウェーバー 表現

44 1957年 おんがく 6年 月光の曲 鑑賞

45 1957年 おんがく 6年 スキーの歌 不明 橋本国彦 表現

46 1957年 おんがく 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

47 1957年 おんがく 6年 早春の歌 吉丸一昌 中田章 表現

48 1957年 おんがく 6年 お祭り（音楽会用） 高橋信夫 外国曲 表現

49 1957年 おんがく 6年 ゆめよぶ春（音楽会用） 勝承夫 平岡均之 表現

50 1957年 おんがく 6年 わらの中の七面鳥（音楽会用） 久野静夫 アメリカ民謡 表現

51 1957年 おんがく 6年 山の歌（音楽会用） 久野静夫 スイス民謡 表現

52 1957年 おんがく 6年 めぐる春（音楽会用） 久野静夫 ハイケンス 表現

53 1957年 おんがく 6年 あおげば尊し 不明 外国曲 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1960年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1960年 六年生の音楽 6年 おぼろ月夜（器楽） 文部省唱歌 表現

2 1960年 六年生の音楽 6年 アンダンテカンタービレ チャイコフスキー 鑑賞

3 1960年 六年生の音楽 6年 わたしはだれでしょう 西崎嘉太郎 小山章三 表現

4 1960年 六年生の音楽 6年 いい声だいい声だ 岡本敏明 ドイツ古曲 表現

5 1960年 六年生の音楽 6年 いちご（器楽） 小林純一 フィンランド民謡 表現

6 1960年 六年生の音楽 6年 ふえの音 谷利一郎 外国曲 表現

7 1960年 六年生の音楽 6年 第９こうきょうきょくから合唱の部 ベートーベン 鑑賞

8 1960年 六年生の音楽 6年 喜びの歌 岩佐東一郎 ベートーベン 表現

9 1960年 六年生の音楽 6年 こきょうの人々（器楽） 勝承夫 フォスター 表現

10 1960年 六年生の音楽 6年 野ばら（器楽） 勝承夫 ウェルナー 表現

11 1960年 六年生の音楽 6年 小川のほとりにて ボアドッフル 鑑賞

12 1960年 六年生の音楽 6年 すかんぽのさくころ 北原白秋 山田耕筰 表現

13 1960年 六年生の音楽 6年 にじ 大木惇夫 平井康三郎 表現

14 1960年 六年生の音楽 6年 われは海の子（器楽） 文部省唱歌 表現

15 1960年 六年生の音楽 6年 サンタルチア イタリア民謡 鑑賞

16 1960年 六年生の音楽 6年 汽車 文部省唱歌 表現

17 1960年 六年生の音楽 6年 遠足 文部省唱歌 表現

18 1960年 六年生の音楽 6年 ジャンボリー 外国曲 表現

19 1960年 六年生の音楽 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

20 1960年 六年生の音楽 6年 赤とんぼ 三木露風 山田耕筰 表現

21 1960年 六年生の音楽 6年 山寺のおしょうさん（器楽） 日本古謡 服部良一 表現

22 1960年 六年生の音楽 6年 お寺のかね 山崎紀一郎 イギリス曲 表現

23 1960年 六年生の音楽 6年 すずめのコーラス 吉岡光二 オーストリア民謡 表現

24 1960年 六年生の音楽 6年 なかよし円舞曲 深尾須磨子 高田信一 表現

25 1960年 六年生の音楽 6年 ＡＢＣの歌（器楽） 勝承夫 外国曲 表現

26 1960年 六年生の音楽 6年 思い出（器楽） 古関吉雄 ベイリー 表現

27 1960年 六年生の音楽 6年 中国のたいこ クライスラー 鑑賞

28 1960年 六年生の音楽 6年 三びきの小ぶた（器楽）
チャーネルロー

ネル
表現

29 1960年 六年生の音楽 6年 山ばと 小林純一 中田喜直 表現

30 1960年 六年生の音楽 6年 ピリカピリカ アイヌわらべ歌 表現

31 1960年 六年生の音楽 6年 きよしこの夜（器楽） 賛美歌より グルーバー 表現

32 1960年 六年生の音楽 6年 ごはんだごはんだ 岡本敏明 ドイツ曲 表現

33 1960年 六年生の音楽 6年 荒城の月 土井晩翠 滝廉太郎 表現

34 1960年 六年生の音楽 6年 楽しい農夫 小林純一 シューマン 表現

35 1960年 六年生の音楽 6年 お江戸日本橋 日本古謡 表現

36 1960年 六年生の音楽 6年 ふるさと（器楽） 文部省唱歌 表現

37 1960年 六年生の音楽 6年 ピーターとおおかみ プロコフィエフ 鑑賞

38 1960年 六年生の音楽 6年 別れ道 野上彰 石桁真礼生 表現

39 1960年 六年生の音楽 6年 三びきのねずみ 津川主一 アメリカ民謡 表現

40 1960年 六年生の音楽 6年 スキーの歌 橋本国彦 表現

41 1960年 六年生の音楽 6年 小学校の思い出（器楽） 松島つね他 表現

42 1960年 六年生の音楽 6年 六だん 八橋検校 鑑賞

43 1960年 六年生の音楽 6年 通りゃんせ わらべ歌 表現

44 1960年 六年生の音楽 6年 めじろが来る山 後藤一夫 平岡照章 表現

45 1960年 六年生の音楽 6年 早春の歌 吉丸一昌 中田章 表現

46 1960年 六年生の音楽 6年 あおげば尊し 外国曲 表現

47 1960年 六年生の音楽 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現

48 1960年 六年生の音楽 6年 メリーさんのひつじ 久野静夫 外国曲 表現

49 1960年 六年生の音楽 6年 スケーターズワルツ（器楽） ワルトトイフェル 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1967年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1967年 六年生の音楽 6年 行こう野山に 平井多美子 ロシア民謡 表現

2 1967年 六年生の音楽 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1967年 六年生の音楽 6年 トロイメライ（ゆめ） シューマン 鑑賞

4 1967年 六年生の音楽 6年 ふえの音 谷利一郎 外国曲 表現

5 1967年 六年生の音楽 6年 いちご 小林純一 フィンランド民謡 表現

6 1967年 六年生の音楽 6年 おお牧場は緑 中田羽後
チェコスロバキア

民謡
表現

7 1967年 六年生の音楽 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

8 1967年 六年生の音楽 6年 粉ひきポール 阪田寛夫 ノルウェー民謡 表現

9 1967年 六年生の音楽 6年 駅馬車 小林幹治 アメリカ民謡 表現

10 1967年 六年生の音楽 6年 すずめのコーラス 吉岡光二 オーストリア民謡 表現

11 1967年 六年生の音楽 6年 野ばら 勝承夫 ウェルナー 表現

12 1967年 六年生の音楽 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

13 1967年 六年生の音楽 6年 サンタルチア イタリア民謡 鑑賞

14 1967年 六年生の音楽 6年 川で歌おう 小林幹治
インドネシア民

謡
表現

15 1967年 六年生の音楽 6年 おおブレネリ 松田稔 スイス民謡 表現

16 1967年 六年生の音楽 6年 ピクニック 不明 イギリス民謡 表現

17 1967年 六年生の音楽 6年 やしの葉かげで 阪田寛夫 石桁真礼生 表現

18 1967年 六年生の音楽 6年 楽しいね 山内佳鶴子 寺島尚彦 表現

19 1967年 六年生の音楽 6年 口ぶえふいて 久野静夫 ドイツ曲 表現

20 1967年 六年生の音楽 6年 おどろう楽しいポーレチケ 小林幹治 ポーランド民謡 表現

21 1967年 六年生の音楽 6年 おどりの音楽 ゴッセク他 鑑賞

22 1967年 六年生の音楽 6年 赤とんぼ 三木露風 山田耕筰 表現

23 1967年 六年生の音楽 6年 ブーレー フランス曲 表現

24 1967年 六年生の音楽 6年 カスタネットの歌 ビゼー 表現

25 1967年 六年生の音楽 6年 ピーターとおおかみ プロコフィエフ 鑑賞

26 1967年 六年生の音楽 6年 小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直 表現

27 1967年 六年生の音楽 6年 山ばと 小林純一 中田喜直 表現

28 1967年 六年生の音楽 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

29 1967年 六年生の音楽 6年 第９交響曲から合唱の部 ベートーベン 表現

30 1967年 六年生の音楽 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

31 1967年 六年生の音楽 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

32 1967年 六年生の音楽 6年 アンダンテカンタービレ チャイコフスキー 鑑賞

33 1967年 六年生の音楽 6年 メヌエット クリーゲル 表現

34 1967年 六年生の音楽 6年 飛べよ飛べよ 久野静夫 市川都志春 表現

35 1967年 六年生の音楽 6年 四けんじょ わらべ歌 表現

36 1967年 六年生の音楽 6年 向こうお山で わらべ歌 表現

37 1967年 六年生の音楽 6年 六だん 八橋検校 鑑賞

38 1967年 六年生の音楽 6年 山寺のおしょうさん 日本古謡 服部良一 表現

39 1967年 六年生の音楽 6年 春がよんでるよ 小林幹治 ポーランド民謡 表現

40 1967年 六年生の音楽 6年 別れ道 野上彰 石桁真礼生 表現

41 1967年 六年生の音楽 6年 そよ風の歌 阪田寛夫 川崎祥悦 表現

42 1967年 六年生の音楽 6年 おうむ 津川主一 ジャワ民謡 表現

43 1967年 六年生の音楽 6年 手のひらを太陽に やなせたかし いずみたく 表現

44 1967年 六年生の音楽 6年 美しいおどり 市川都志春 表現

45 1967年 六年生の音楽 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

46 1967年 六年生の音楽 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1970年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1970年 六年生の音楽 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

2 1970年 六年生の音楽 6年 行こう野山に 平井多美子 ロシア民謡 表現

3 1970年 六年生の音楽 6年 レロンレロンシンタ 中山知子 フィリピン民謡 表現

4 1970年 六年生の音楽 6年 月夜の道 村山寿子 フランス民謡 表現

5 1970年 六年生の音楽 6年 モーツァルトのセレナード モーツァルト 鑑賞

6 1970年 六年生の音楽 6年 おお牧場は緑 中田羽後
チェコスロバキア

民謡
表現

7 1970年 六年生の音楽 6年 野ばら 勝承夫 ウェルナー 表現

8 1970年 六年生の音楽 6年 駅馬車 小林幹治 アメリカ民謡 表現

9 1970年 六年生の音楽 6年 野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡 表現

10 1970年 六年生の音楽 6年 流浪の民 シューマン 鑑賞

11 1970年 六年生の音楽 6年 線路は続くよどこまでも 佐木敏 アメリカ民謡 表現

12 1970年 六年生の音楽 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

13 1970年 六年生の音楽 6年 ピアノ５重奏曲「ます」 シューベルト 鑑賞

14 1970年 六年生の音楽 6年 川で歌おう 小林幹治
インドネシア民

謡
表現

15 1970年 六年生の音楽 6年 海のマーチ 小林幹治 Ｄ．Ｔ．ショー 表現

16 1970年 六年生の音楽 6年 星かげさやかに 不明 フランス曲 表現

17 1970年 六年生の音楽 6年 ピクニック 不明 イギリス民謡 表現

18 1970年 六年生の音楽 6年 大きなくりの木の下で 不明 不明 表現

19 1970年 六年生の音楽 6年 ゆかいな牧場 小林幹治 アメリカ民謡 表現

20 1970年 六年生の音楽 6年 からたちの花 北原白秋 山田耕筰 鑑賞

21 1970年 六年生の音楽 6年 のみの歌 堀内敬三訳詞 ムソルグスキー 鑑賞

22 1970年 六年生の音楽 6年 赤とんぼ 三木露風 山田耕筰 表現

23 1970年 六年生の音楽 6年 口ぶえふいて 久野静夫 ドイツ曲 表現

24 1970年 六年生の音楽 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

25 1970年 六年生の音楽 6年 山ばと 小林純一 中田喜直 表現

26 1970年 六年生の音楽 6年 小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直 表現

27 1970年 六年生の音楽 6年 坂道 岡本敏明 スイス民謡 表現

28 1970年 六年生の音楽 6年 飛べよ飛べよ 久野静夫 市川都志春 表現

29 1970年 六年生の音楽 6年 ゆかいなかじや ヘンデル 鑑賞

30 1970年 六年生の音楽 6年 すずめのコーラス 吉岡光二 オーストリア民謡 表現

31 1970年 六年生の音楽 6年 ふえの音 谷利一郎 外国曲 表現

32 1970年 六年生の音楽 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

33 1970年 六年生の音楽 6年 世界の歌めぐり 世界曲 表現

34 1970年 六年生の音楽 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

35 1970年 六年生の音楽 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

36 1970年 六年生の音楽 6年 ねんねしなされ わらべ歌 表現

37 1970年 六年生の音楽 6年 六だん 八橋検校 鑑賞

38 1970年 六年生の音楽 6年 山寺のおしょうさん 日本古謡 服部良一 表現

39 1970年 六年生の音楽 6年 四けんじょ わらべ歌 表現

40 1970年 六年生の音楽 6年 別れ道 野上彰 石桁真礼生 表現

41 1970年 六年生の音楽 6年 ピーターとおおかみ プロコフィエフ 鑑賞

42 1970年 六年生の音楽 6年 緑のロンド 市川都志春 表現

43 1970年 六年生の音楽 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

44 1970年 六年生の音楽 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1973年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1973年 ６年生の音楽 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

2 1973年 ６年生の音楽 6年 サラバンド 表現

3 1973年 ６年生の音楽 6年 ドレミの歌（６）（全校合唱） ペギー葉山 ロジャーズ 表現

4 1973年 ６年生の音楽 6年 月夜の道 村山寿子 フランス民謡 表現

5 1973年 ６年生の音楽 6年 モーツァルトのセレナード モーツァルト 鑑賞

6 1973年 ６年生の音楽 6年 雨の庭 表現

7 1973年 ６年生の音楽 6年 おお牧場は緑 中田羽後
チェコスロバキア

民謡
表現

8 1973年 ６年生の音楽 6年 野ばら 勝承夫 ウェルナー 表現

9 1973年 ６年生の音楽 6年 駅馬車 小林幹治 アメリカ民謡 表現

10 1973年 ６年生の音楽 6年 野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡 表現

11 1973年 ６年生の音楽 6年 流浪の民 シューマン 鑑賞

12 1973年 ６年生の音楽 6年 線路は続くよどこまでも 佐木敏 アメリカ民謡 表現

13 1973年 ６年生の音楽 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

14 1973年 ６年生の音楽 6年 ピアノ５重奏曲「ます」 シューベルト 鑑賞

15 1973年 ６年生の音楽 6年 クーラント 表現

16 1973年 ６年生の音楽 6年 ゆかいに歩けば 保富康午 メラー 表現

17 1973年 ６年生の音楽 6年 きょうの日はさようなら 金子詔一 金子詔一 表現

18 1973年 ６年生の音楽 6年 星かげさやかに 不明 フランス曲 表現

19 1973年 ６年生の音楽 6年 ピクニック 不明 イギリス民謡 表現

20 1973年 ６年生の音楽 6年 大きなくりの木の下で 不明 不明 表現

21 1973年 ６年生の音楽 6年 めんどりマーチ 表現

22 1973年 ６年生の音楽 6年 花のまわりで 江間章子 大津三郎 表現

23 1973年 ６年生の音楽 6年 からたちの花 北原白秋 山田耕筰 鑑賞

24 1973年 ６年生の音楽 6年 のみの歌 堀内敬三訳詞 ムソルグスキー 鑑賞

25 1973年 ６年生の音楽 6年 赤とんぼ 三木露風 山田耕筰 表現

26 1973年 ６年生の音楽 6年 口ぶえふいて 久野静夫 ドイツ曲 表現

27 1973年 ６年生の音楽 6年 緑のロンド 表現

28 1973年 ６年生の音楽 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

29 1973年 ６年生の音楽 6年 山ばと 小林純一 中田喜直 表現

30 1973年 ６年生の音楽 6年 小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直 表現

31 1973年 ６年生の音楽 6年 坂道 岡本敏明 スイス民謡 表現

32 1973年 ６年生の音楽 6年 お祭りポルカ 表現

33 1973年 ６年生の音楽 6年 飛べよ飛べよ 久野静夫 市川都志春 表現

34 1973年 ６年生の音楽 6年 トロイカ ロシア民謡 表現

35 1973年 ６年生の音楽 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

36 1973年 ６年生の音楽 6年 ガボット 表現

37 1973年 ６年生の音楽 6年 世界の歌めぐり 世界曲 表現

38 1973年 ６年生の音楽 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

39 1973年 ６年生の音楽 6年 メヌエット クリーゲル 表現

40 1973年 ６年生の音楽 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

41 1973年 ６年生の音楽 6年 ずいずいずっころばし わらべ歌 表現

42 1973年 ６年生の音楽 6年 六だん 八橋検校 鑑賞

43 1973年 ６年生の音楽 6年 だいぼろつぼろ わらべ歌 表現

44 1973年 ６年生の音楽 6年 四けんじょ わらべ歌 表現

45 1973年 ６年生の音楽 6年 別れ道 野上彰 石桁真礼生 表現

46 1973年 ６年生の音楽 6年 ピーターとおおかみ プロコフィエフ 鑑賞

47 1973年 ６年生の音楽 6年 ビアだるポルカ ティム他 表現

48 1973年 ６年生の音楽 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

49 1973年 ６年生の音楽 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現

50 1973年 ６年生の音楽 6年 飛べよ飛べよ 久野静夫 市川都志春 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1976年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1976年 ６年生の音楽 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

2 1976年 ６年生の音楽 6年 ドレミの歌（６）（全校合唱） ペギー葉山訳詞 ロジャーズ 表現

3 1976年 ６年生の音楽 6年 エーデルワイス 徳山博良 ロジャーズ 表現

4 1976年 ６年生の音楽 6年 ロマンスヘ長調 ベートーベン 鑑賞

5 1976年 ６年生の音楽 6年 駅馬車 小林幹治 アメリカ民謡 表現

6 1976年 ６年生の音楽 6年 ゆかいに歩けば 保富康午 メラー 表現

7 1976年 ６年生の音楽 6年 緑のロンド 表現

8 1976年 ６年生の音楽 6年 組曲「ガイーヌ」からつるぎのまい ハチャトゥリアン 表現

9 1976年 ６年生の音楽 6年 月夜の牧場 芙龍明子 フランス民謡 表現

10 1976年 ６年生の音楽 6年 野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡 表現

11 1976年 ６年生の音楽 6年 いろんな木の実 中山知子
西インド諸島民

謡
表現

12 1976年 ６年生の音楽 6年 流浪の民 シューマン 鑑賞

13 1976年 ６年生の音楽 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

14 1976年 ６年生の音楽 6年 雨の庭 ハンガリー民謡 表現

15 1976年 ６年生の音楽 6年 おお牧場は緑 中田羽後
チェコスロバキア

民謡
表現

16 1976年 ６年生の音楽 6年 めんどりマーチ 表現

17 1976年 ６年生の音楽 6年 川はよんでいる 水野汀子 ギイベアール 表現

18 1976年 ６年生の音楽 6年 口ぶえふいて 久野静夫 ドイツ曲 表現

19 1976年 ６年生の音楽 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

20 1976年 ６年生の音楽 6年 ピアノ５重奏曲「ます」第４楽章 シューベルト 鑑賞

21 1976年 ６年生の音楽 6年 森のくまさん（６）合唱曲 不明 不明 表現

22 1976年 ６年生の音楽 6年 小川の四季 芙龍明子
アイルランド民

謡
表現

23 1976年 ６年生の音楽 6年 夜明けの森 表現

24 1976年 ６年生の音楽 6年 坂道 岡本敏明 スイス民謡 表現

25 1976年 ６年生の音楽 6年 大きな古時計 保富康午 ワーク 表現

26 1976年 ６年生の音楽 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

27 1976年 ６年生の音楽 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

28 1976年 ６年生の音楽 6年 花のまわりで 江間章子 大津三郎 表現

29 1976年 ６年生の音楽 6年 サラバンド 表現

30 1976年 ６年生の音楽 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

31 1976年 ６年生の音楽 6年 ガボット 表現

32 1976年 ６年生の音楽 6年 世界一周 阪田寛夫 アメリカ民謡 表現

33 1976年 ６年生の音楽 6年 世界の歌めぐり 世界曲 鑑賞

34 1976年 ６年生の音楽 6年 正がんせ わらべ歌 表現

35 1976年 ６年生の音楽 6年 天満の市は わらべ歌 表現

36 1976年 ６年生の音楽 6年 じんじん（ほたる） わらべ歌 表現

37 1976年 ６年生の音楽 6年 六だん 八橋検校 鑑賞

38 1976年 ６年生の音楽 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

39 1976年 ６年生の音楽 6年 メヌエット クリーゲル 表現

40 1976年 ６年生の音楽 6年 トロイカ ロシア民謡 表現

41 1976年 ６年生の音楽 6年 音楽物語「ピーターとおおかみ」 プロコフィエフ 鑑賞

42 1976年 ６年生の音楽 6年 別れ道 野上彰 石桁真礼生 表現

43 1976年 ６年生の音楽 6年 飛べよ飛べ 久野静夫 市川都志春 表現

44 1976年 ６年生の音楽 6年 山のスケッチ 若谷和子 内藤法美 表現

45 1976年 ６年生の音楽 6年 お祭りポルカ 市川都志春 表現

46 1976年 ６年生の音楽 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

47 1976年 ６年生の音楽 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1979年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別

1 1979年 小学生の音楽６ 6年 おはよう・行進・さようなら（全校） 芙龍明子 フランス民謡 表現

2 1979年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1979年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 徳山博良 ロジャーズ 表現

4 1979年 小学生の音楽６ 6年 春のワルツ（春の小川の変奏） 文部省唱歌 表現

5 1979年 小学生の音楽６ 6年 駅馬車 小林幹治 アメリカ民謡 表現

6 1979年 小学生の音楽６ 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

7 1979年 小学生の音楽６ 6年 ゆめをのせて 中山知子 市川都志春 表現

8 1979年 小学生の音楽６ 6年 野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡 表現

9 1979年 小学生の音楽６ 6年 緑のロンド 市川都志春 表現

10 1979年 小学生の音楽６ 6年 雨の庭 ハンガリー民謡 表現

11 1979年 小学生の音楽６ 6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

12 1979年 小学生の音楽６ 6年 ゆかいに歩けば 保富康午 メラー 表現

13 1979年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

14 1979年 小学生の音楽６ 6年 ひびけ朝の歌 芙龍明子 市川都志春 表現

15 1979年 小学生の音楽６ 6年 夜明けのマーチ 市川都志春 表現

16 1979年 小学生の音楽６ 6年 どこまでも行こう 小林亜星 小林亜星 表現

17 1979年 小学生の音楽６ 6年
アイネクライネナハトムジーク第２

楽章
モーツァルト 鑑賞

18 1979年 小学生の音楽６ 6年 小川の四季 芙龍明子
アイルランド民

謡
表現

19 1979年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

20 1979年 小学生の音楽６ 6年 お祭りポルカ 市川都志春 表現

21 1979年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

22 1979年 小学生の音楽６ 6年 かりがわたる 文部省唱歌 表現

23 1979年 小学生の音楽６ 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

24 1979年 小学生の音楽６ 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

25 1979年 小学生の音楽６ 6年 トロイカ 芙龍明子 ロシア民謡 表現

26 1979年 小学生の音楽６ 6年
つるぎのまい（舞踊組曲ガイーヌ

から）
ハチャトゥリアン 鑑賞

27 1979年 小学生の音楽６ 6年 ガボット 市川都志春 表現

28 1979年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーゲル 表現

29 1979年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

30 1979年 小学生の音楽６ 6年 こきりこぶし 富山県民謡 表現

31 1979年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

32 1979年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

33 1979年 小学生の音楽６ 6年 小さな木の実 海野洋司 ビゼー 表現

34 1979年 小学生の音楽６ 6年 雪のポルカ 野上彰 市川都志春 表現

35 1979年 小学生の音楽６ 6年 緑のラララ みずのこうせい みずのこうせい 表現

36 1979年 小学生の音楽６ 6年 トロイカ ロシア民謡 表現

37 1979年 小学生の音楽６ 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

38 1979年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1982年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別

1 1982年 小学生の音楽６ 6年 おはよう・行進・さようなら（全校） 芙龍明子 フランス民謡 表現

2 1982年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1982年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 徳山博良 ロジャーズ 表現

4 1982年 小学生の音楽６ 6年 友情の道 土肥武 橋本祥路 表現

5 1982年 小学生の音楽６ 6年 チロをつれて 土肥武 石桁冬樹 表現

6 1982年 小学生の音楽６ 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

7 1982年 小学生の音楽６ 6年 ゆめをのせて 中山知子 市川都志春 表現

8 1982年 小学生の音楽６ 6年 野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡 表現

9 1982年 小学生の音楽６ 6年 緑のロンド 市川都志春 表現

10 1982年 小学生の音楽６ 6年 風の歌 飯沼信義 表現

11 1982年 小学生の音楽６ 6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

12 1982年 小学生の音楽６ 6年 ゆかいに歩けば 保富康午 メラー 表現

13 1982年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

14 1982年 小学生の音楽６ 6年 ひびけ朝の歌 芙龍明子 市川都志春 表現

15 1982年 小学生の音楽６ 6年 夜明けのマーチ 市川都志春 表現

16 1982年 小学生の音楽６ 6年 空を見上げて 峯陽 黒人霊歌 表現

17 1982年 小学生の音楽６ 6年
アイネクライネナハトムジーク第２

楽章
モーツァルト 鑑賞

18 1982年 小学生の音楽６ 6年 小川の四季 芙龍明子
アイルランド民

謡
表現

19 1982年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

20 1982年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

21 1982年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

22 1982年 小学生の音楽６ 6年 かりがわたる 文部省唱歌 表現

23 1982年 小学生の音楽６ 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

24 1982年 小学生の音楽６ 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

25 1982年 小学生の音楽６ 6年 トロイカ 芙龍明子 ロシア民謡 表現

26 1982年 小学生の音楽６ 6年
つるぎのまい（舞踊組曲ガイーヌ

から）
ハチャトゥリアン 鑑賞

27 1982年 小学生の音楽６ 6年 ガボット 市川都志春 表現

28 1982年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーゲル 表現

29 1982年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

30 1982年 小学生の音楽６ 6年 こきりこぶし 富山県民謡 表現

31 1982年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

32 1982年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

33 1982年 小学生の音楽６ 6年 夕ぐれ 橋本祥路 表現

34 1982年 小学生の音楽６ 6年 小さな木の実 海野洋司 ビゼー 表現

35 1982年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

36 1982年 小学生の音楽６ 6年 緑のラララ みずのこうせい みずのこうせい 表現

37 1982年 小学生の音楽６ 6年 トロイカ ロシア民謡 表現

38 1982年 小学生の音楽６ 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

39 1982年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1985年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1985年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

2 1985年 小学生の音楽６ 6年 小川の四季 芙龍明子
アイルランド民

謡
表現

3 1985年 小学生の音楽６ 6年 みどりの歌 成瀬左千夫 川崎祥悦 表現

4 1985年 小学生の音楽６ 6年 しおまねきのサンバ 土肥武 平吉毅州 表現

5 1985年 小学生の音楽６ 6年
つるぎのまい（舞踊組曲ガイーヌ

から）
ハチャトゥリアン 鑑賞

6 1985年 小学生の音楽６ 6年 めんどりマーチ 市川都志春 表現

7 1985年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 阪田寛夫 ロジャーズ 表現

8 1985年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

9 1985年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

10 1985年 小学生の音楽６ 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

11 1985年 小学生の音楽６ 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

12 1985年 小学生の音楽６ 6年 ゆめをのせて 中山知子 市川都志春 表現

13 1985年 小学生の音楽６ 6年 緑のロンド 市川都志春 表現

14 1985年 小学生の音楽６ 6年 チャルダッシュ モンティ 鑑賞

15 1985年 小学生の音楽６ 6年 チロをつれて 土肥武 石桁冬樹 表現

16 1985年 小学生の音楽６ 6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

17 1985年 小学生の音楽６ 6年 風の歌 飯沼信義 表現

18 1985年 小学生の音楽６ 6年 思い出 古関吉雄 ベイリー 表現

19 1985年 小学生の音楽６ 6年 友情の道 土肥武 橋本祥路 表現

20 1985年 小学生の音楽６ 6年 かりがわたる 文部省唱歌 表現

21 1985年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

22 1985年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

23 1985年 小学生の音楽６ 6年 きよしこの夜 後藤六郎 グルーバー 表現

24 1985年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

25 1985年 小学生の音楽６ 6年 かた雪かんこ わらべ歌 表現

26 1985年 小学生の音楽６ 6年 こきりこぶし 富山県民謡 表現

27 1985年 小学生の音楽６ 6年 空を見上げて 峯陽 黒人霊歌 表現

28 1985年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

29 1985年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーガー 表現

30 1985年 小学生の音楽６ 6年
アイネクライネナハトムジーク第１

楽章
モーツァルト 鑑賞

31 1985年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

32 1985年 小学生の音楽６ 6年 さようなら 倉石正 倉石正 表現

33 1985年 小学生の音楽６ 6年 空がこんなに青いとは 岩谷時子 野田てる行 表現

34 1985年 小学生の音楽６ 6年 夕日よさようなら 縄手秀由 橋本祥路 表現

35 1985年 小学生の音楽６ 6年 ロンド
ヘンリーパーセ

ル
表現

36 1985年 小学生の音楽６ 6年 緑のラララ みずのこうせい みずのこうせい 表現

37 1985年 小学生の音楽６ 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

38 1985年 小学生の音楽６ 6年 歌えバンバン 阪田寛夫 山本直純 表現

39 1985年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1988年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別

1 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

2 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 小川の四季 芙龍明子

アイルランド民
謡

表現

3 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 みどりの歌 成瀬左千夫 川崎祥悦 表現

4 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 アンデスの祭り 岩沢千早 ボリビア民謡 表現

5 1988年
改訂小学生の

音楽
6年

つるぎのまい（舞踊組曲ガイーヌ
から）

ハチャトゥリアン 鑑賞

6 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 めんどりマーチ 市川都志春 表現

7 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 エーデルワイス 阪田寛夫 ロジャーズ 表現

8 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 失われた歌

チャールズチル
トン

表現

9 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

10 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

11 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

12 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 ゆめをのせて 中山知子 市川都志春 表現

13 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 緑のロンド 市川都志春 表現

14 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 風を切って 土肥武 橋本祥路 鑑賞

15 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

16 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 風の歌 飯沼信義 表現

17 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 星空はいつも 芙龍明子 浦田健次郎 表現

18 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 友情の道 土肥武 橋本祥路 表現

19 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 かりがわたる 文部省唱歌 表現

20 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

21 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

22 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 こげよマイケル 長崎一男 黒人霊歌 表現

23 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

24 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 みんなのおはやし 日本民謡 表現

25 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 こきりこぶし 富山県民謡 表現

26 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 歌がいっぱい 柴田洋太郎 平吉毅州 表現

27 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 コンドルは飛んで行く

ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

28 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 山へ行こう スイス民謡 表現

29 1988年
改訂小学生の

音楽
6年

アイネクライネナハトムジーク第１
楽章

モーツァルト 鑑賞

30 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

31 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 メヌエット クリーガー 表現

32 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 空がこんなに青いとは 岩谷時子 野田てる行 表現

33 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 夕日よさようなら 縄手秀由 橋本祥路 表現

34 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 ロンド

ヘンリーパーセ
ル

表現

35 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 緑のラララ みずのこうせい みずのこうせい 表現

36 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

37 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 歌えバンバン 阪田寛夫 山本直純 表現

38 1988年
改訂小学生の

音楽
6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1991年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1991年 小学生の音楽６ 6年 青空へ登ろう 中野郁子 平吉毅州 表現

2 1991年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1991年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 阪田寛夫 ロジャーズ 表現

4 1991年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

5 1991年 小学生の音楽６ 6年 アンデスの祭り 岩沢千早 ボリビア民謡 表現

6 1991年 小学生の音楽６ 6年
つるぎのまい（舞踊組曲ガイーヌ

から）
ハチャトゥリアン 鑑賞

7 1991年 小学生の音楽６ 6年 こきょうの人々 勝承夫 フォスター 表現

8 1991年 小学生の音楽６ 6年 それは地球 長崎一男 森京太郎 表現

9 1991年 小学生の音楽６ 6年
前奏曲（歌劇「ローエングリン」第３

幕から）
ワーグナー 鑑賞

10 1991年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

11 1991年 小学生の音楽６ 6年 かいがらの歌 しまなぎさ 川崎祥悦 表現

12 1991年 小学生の音楽６ 6年 夢をのせて 中山知子 市川都志春 表現

13 1991年 小学生の音楽６ 6年 カノン プレトリウス 表現

14 1991年 小学生の音楽６ 6年 風を切って 橋本祥路 表現

15 1991年 小学生の音楽６ 6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

16 1991年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーガー 表現

17 1991年 小学生の音楽６ 6年 小さな木の実 海野洋司 ビゼー 表現

18 1991年 小学生の音楽６ 6年 星空はいつも 芙龍明子 浦田健次郎 表現

19 1991年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 表現

20 1991年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

21 1991年 小学生の音楽６ 6年 越天楽今様 慈鎮和尚 日本古謡 表現

22 1991年 小学生の音楽６ 6年 こきりこぶし 富山県民謡 表現

23 1991年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

24 1991年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

25 1991年 小学生の音楽６ 6年 組曲「道化師」 カバレフスキー 鑑賞

26 1991年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

27 1991年 小学生の音楽６ 6年 さようなら 倉品正二 倉品正二 表現

28 1991年 小学生の音楽６ 6年 旅立つ日に 秋葉てる代 大熊崇子 表現

29 1991年 小学生の音楽６ 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

30 1991年 小学生の音楽６ 6年 ティキティキ 高木あきこ 石桁冬樹 表現

31 1991年 小学生の音楽６ 6年 歌がいっぱい 柴田洋太郎 平吉毅州 表現

32 1991年 小学生の音楽６ 6年 緑のラララ みずのこうせい みずのこうせい 表現

33 1991年 小学生の音楽６ 6年 空がこんなに青いとは 岩谷時子 野田てる行 表現

34 1991年 小学生の音楽６ 6年 大空賛歌 桑原ほなみ 黒沢吉徳 表現

35 1991年 小学生の音楽６ 6年 今ぼくたちは 塔志郎 川崎祥悦 表現

36 1991年 小学生の音楽６ 6年 ラバースコンチェルト デニーランデル 表現

37 1991年 小学生の音楽６ 6年 風の歌 飯沼信義 表現

38 1991年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

39 1991年 小学生の音楽６ 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

40 1991年 小学生の音楽６ 6年 かんしょうの資料 鑑賞

41 1991年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1995年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1995年 小学生の音楽６ 6年 つばさをください 山上武夫 村井邦彦 表現

2 1995年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1995年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 阪田寛夫 ロジャーズ 表現

4 1995年 小学生の音楽６ 6年 夢をのせて 中山知子 市川都志春 表現

5 1995年 小学生の音楽６ 6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

6 1995年 小学生の音楽６ 6年 リボンのおどり（ラバンバ） メキシコ民謡 表現

7 1995年 小学生の音楽６ 6年 アンデスの祭り 岩沢千早 ボリビア民謡 表現

8 1995年 小学生の音楽６ 6年
つるぎのまい（舞踊組曲ガイーヌ

から）
ハチャトゥリアン 鑑賞

9 1995年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

10 1995年 小学生の音楽６ 6年 星空はいつも 芙龍明子 浦田健次郎 表現

11 1995年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

12 1995年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

13 1995年 小学生の音楽６ 6年 風を切って 土肥武 橋本祥路 表現

14 1995年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

15 1995年 小学生の音楽６ 6年 ラバースコンチェルト デニーランデル 表現

16 1995年 小学生の音楽６ 6年 組曲「道化師」 カバレフスキー 鑑賞

17 1995年 小学生の音楽６ 6年 銀河鉄道の歌 あだちやえ 原由多加 表現

18 1995年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

19 1995年 小学生の音楽６ 6年 どんな楽器や歌があるのかな アジア曲 鑑賞

20 1995年 小学生の音楽６ 6年 越天楽今様 慈鎮和尚 日本古謡 表現

21 1995年 小学生の音楽６ 6年 赤いやねの家 織田ゆり子 上柴はじめ 表現

22 1995年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

23 1995年 小学生の音楽６ 6年 旅立つ日に 秋葉てる代 大熊崇子 表現

24 1995年 小学生の音楽６ 6年 さようなら 倉品正二 倉品正二 表現

25 1995年 小学生の音楽６ 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

26 1995年 小学生の音楽６ 6年 歌よありがとう 花岡恵 橋本祥路 表現

27 1995年 小学生の音楽６ 6年 風に向かい光に向かい 片岡輝 岩河三郎 表現

28 1995年 小学生の音楽６ 6年 大空賛歌 桑原ほなみ 黒沢吉徳 表現

29 1995年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

30 1995年 小学生の音楽６ 6年 モルモット ベートーベン 表現

31 1995年 小学生の音楽６ 6年 わたしのボニー イギリス民謡 表現

32 1995年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーガー 表現

33 1995年 小学生の音楽６ 6年 風の歌 飯沼信義 表現

34 1995年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

35 1995年 小学生の音楽６ 6年 組曲「ペールギュント」第１ グリーグ 鑑賞

36 1995年 小学生の音楽６ 6年 かんしょう資料 鑑賞

37 1995年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 14 - 

教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(1999年) 
No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 1999年 小学生の音楽６ 6年 つばさをください 山上武夫 村井邦彦 表現

2 1999年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

3 1999年 小学生の音楽６ 6年 風に向かい光に向かい 片岡輝 岩河三郎 表現

4 1999年 小学生の音楽６ 6年 星空はいつも 芙龍明子 浦田健次郎 表現

5 1999年 小学生の音楽６ 6年 夢をのせて 中山知子 市川都志春 表現

6 1999年 小学生の音楽６ 6年 ファランドール（アルルの女より） ビゼー 鑑賞

7 1999年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

8 1999年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

9 1999年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 阪田寛夫 ロジャーズ 表現

10 1999年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

11 1999年 小学生の音楽６ 6年 風を切って 土肥武 橋本祥路 表現

12 1999年 小学生の音楽６ 6年 小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直 表現

13 1999年 小学生の音楽６ 6年 組曲「道化師」 カバレフスキー 鑑賞

14 1999年 小学生の音楽６ 6年 アンデスの祭り 岩沢千早 ボリビア民謡 表現

15 1999年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

鑑賞

16 1999年 小学生の音楽６ 6年 銀河鉄道の歌 あだちやえ 原由多加 表現

17 1999年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

18 1999年 小学生の音楽６ 6年 ラバースコンチェルト デニーランデル 表現

19 1999年 小学生の音楽６ 6年 越天楽今様 慈鎮和尚 日本古謡 表現

20 1999年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

21 1999年 小学生の音楽６ 6年 アジアの歌と楽器に親しもう アジア曲 鑑賞

22 1999年 小学生の音楽６ 6年 アリラン
アジア音楽研究

グ
朝鮮半島民謡 鑑賞

23 1999年 小学生の音楽６ 6年 まつり花 小林純一 中国民謡 鑑賞

24 1999年 小学生の音楽６ 6年 赤いやねの家 織田ゆり子 上柴はじめ 表現

25 1999年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

26 1999年 小学生の音楽６ 6年 さようなら 倉品正二 倉品正二 表現

27 1999年 小学生の音楽６ 6年 歌よありがとう 花岡恵 橋本祥路 表現

28 1999年 小学生の音楽６ 6年 旅立つ日に 秋葉てる代 大熊崇子 表現

29 1999年 小学生の音楽６ 6年 大空賛歌 桑原ほなみ 黒沢吉徳 表現

30 1999年 小学生の音楽６ 6年 小さな木の実 海野洋司 ビゼー 表現

31 1999年 小学生の音楽６ 6年 あの山の上で 平野祐香里 鹿谷美緒子 表現

32 1999年 小学生の音楽６ 6年 すてきな友達 梶賀千鶴子 鈴木邦彦 表現

33 1999年 小学生の音楽６ 6年 風の歌 飯沼信義 表現

34 1999年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

35 1999年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーガー 表現

36 1999年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

37 1999年 小学生の音楽６ 6年 かんしょう資料 鑑賞

38 1999年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(2001年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別
1 2001年 小学生の音楽６ 6年 歌よありがとう 花岡恵 橋本祥路 表現

2 2001年 小学生の音楽６ 6年 つばさをください 山上武夫 村井邦彦 表現

3 2001年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

4 2001年 小学生の音楽６ 6年 夢をのせて 中山知子 市川都志春 表現

5 2001年 小学生の音楽６ 6年 ハンガリー舞曲第５番 ブラームス 鑑賞

6 2001年 小学生の音楽６ 6年 風に向かい光に向かい 片岡輝 岩河三郎 表現

7 2001年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

8 2001年 小学生の音楽６ 6年 エーデルワイス 阪田寛夫 ロジャーズ 表現

9 2001年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

10 2001年 小学生の音楽６ 6年 山田耕筰の歌曲 北原白秋他 山田耕筰 鑑賞

11 2001年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

12 2001年 小学生の音楽６ 6年 風を切って 土肥武 橋本祥路 表現

13 2001年 小学生の音楽６ 6年 広い空の下で 高木あきこ 黒沢吉徳 表現

14 2001年 小学生の音楽６ 6年 小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直 表現

15 2001年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーガー 表現

16 2001年 小学生の音楽６ 6年 失われた歌
チャールズチル

トン
表現

17 2001年 小学生の音楽６ 6年 星空はいつも 芙龍明子 浦田健次郎 表現

18 2001年 小学生の音楽６ 6年 木星 ホルスト 鑑賞

19 2001年 小学生の音楽６ 6年 銀河鉄道の歌 あだちやえ 原由多加 表現

20 2001年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

21 2001年 小学生の音楽６ 6年 越天楽今様 慈鎮和尚 日本古謡 表現

22 2001年 小学生の音楽６ 6年 アジアの音楽 アジア曲 鑑賞

23 2001年 小学生の音楽６ 6年 アンデスの祭り 岩沢千早 ボリビア民謡 表現

24 2001年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

鑑賞

25 2001年 小学生の音楽６ 6年 ラバースコンチェルト デニーランデル 表現

26 2001年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

27 2001年 小学生の音楽６ 6年 さようなら 倉品正二 倉品正二 表現

28 2001年 小学生の音楽６ 6年 大空賛歌 桑原ほなみ 黒沢吉徳 表現

29 2001年 小学生の音楽６ 6年 街は光の中に 三浦真理 三浦真理 表現

30 2001年 小学生の音楽６ 6年 あの山の上で 平野祐香里 鹿谷美緒子 表現

31 2001年 小学生の音楽６ 6年 旅立つ日に 秋葉てる代 大熊崇子 表現

32 2001年 小学生の音楽６ 6年 つばさをだいて 海野洋司 橋本祥路 表現

33 2001年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

34 2001年 小学生の音楽６ 6年 かんしょう資料 鑑賞

35 2001年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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教育芸術社音楽教科書掲載曲の一覧(2004年) 

No. 刊行年 教科書名 学年 題材名 作詞者 作曲者 種別

1 2004年 小学生の音楽６ 6年 がいせん行進曲 ベルディ 鑑賞

2 2004年 小学生の音楽６ 6年 見よ、勇者は帰る（参考曲） ヘンデル 鑑賞

3 2004年 小学生の音楽６ 6年 結こん行進曲（参考曲）
メンデルスゾー

ン
鑑賞

4 2004年 小学生の音楽６ 6年 つばさをください 山上路夫 村井邦彦 表現

5 2004年 小学生の音楽６ 6年 思い出のメロディー 深田じゅんこ 橋本祥路 表現

6 2004年 小学生の音楽６ 6年 おぼろ月夜 文部省唱歌 表現

7 2004年 小学生の音楽６ 6年 ラバースコンチェルト
ランデル リン
ザー

表現

8 2004年 小学生の音楽６ 6年 世界の国々の音楽 世界曲 鑑賞

9 2004年 小学生の音楽６ 6年 こげよマイケル 長崎一男 アメリカ民謡 表現

10 2004年 小学生の音楽６ 6年 アンデスの祭り 岩沢千早 ボリビア民謡 表現

11 2004年 小学生の音楽６ 6年 われは海の子 文部省唱歌 表現

12 2004年 小学生の音楽６ 6年 小犬のワルツ ショパン 鑑賞

13 2004年 小学生の音楽６ 6年 茶色の小びん ヨセフウインナー 鑑賞

14 2004年 小学生の音楽６ 6年 星空はいつも 芙龍明子 浦田健次郎 表現

15 2004年 小学生の音楽６ 6年 風を切って 土肥武 橋本祥路 表現

16 2004年 小学生の音楽６ 6年 勇気一つを友にして 片岡輝 越部信義 表現

17 2004年 小学生の音楽６ 6年 赤とんぼ 三木露風 山田耕筰 鑑賞

18 2004年 小学生の音楽６ 6年 箱根八里 鳥居枕 滝廉太郎 鑑賞

19 2004年 小学生の音楽６ 6年 星の世界 川路柳虹 コンバース 表現

20 2004年 小学生の音楽６ 6年 ふるさと 文部省唱歌 表現

21 2004年 小学生の音楽６ 6年 木星 ホルスト 鑑賞

22 2004年 小学生の音楽６ 6年 一日一歩の未来 長井理佳 鹿谷美緒子 表現

23 2004年 小学生の音楽６ 6年 広い空の下で 高木あきこ 黒沢吉徳 表現

24 2004年 小学生の音楽６ 6年 春の海 宮城道雄 鑑賞

25 2004年 小学生の音楽６ 6年 越天楽今様 慈鎮和尚 日本古謡 表現

26 2004年 小学生の音楽６ 6年 メヌエット クリーガー 表現

27 2004年 小学生の音楽６ 6年 さよなら友よ 阪田寛夫 黒沢吉徳 表現

28 2004年 小学生の音楽６ 6年 さようなら 倉品正二 倉品正二 表現

29 2004年 小学生の音楽６ 6年 浜千鳥 鹿島鳴秋 弘田竜太郎 表現

30 2004年 小学生の音楽６ 6年 あおげばとうとし 不明 不明 表現

31 2004年 小学生の音楽６ 6年 歌に願いを 梅崎麻由 黒沢吉徳 表現

32 2004年 小学生の音楽６ 6年 街は光の中に 三浦真理 三浦真理 表現

33 2004年 小学生の音楽６ 6年 歌よありがとう 花岡恵 橋本祥路 表現

34 2004年 小学生の音楽６ 6年 にじに歌って ハミルトン ハミルトン 表現

35 2004年 小学生の音楽６ 6年 この星に生まれて 杉本竜一 杉本竜一 表現

36 2004年 小学生の音楽６ 6年 愛のテーマ 植松伸夫 表現

37 2004年 小学生の音楽６ 6年 コンドルは飛んで行く
ロブレス ミルヒ
バーグ

表現

38 2004年 小学生の音楽６ 6年 銀河鉄道の歌 あだちやえ 原由多加 表現

39 2004年 小学生の音楽６ 6年 かんしょう資料 鑑賞

40 2004年 小学生の音楽６ 6年 リコーダーの運指表ほか 表現

41 2004年 小学生の音楽６ 6年 君が代 日本古歌 林広守 表現  
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全体の変遷 1 
No. 曲名 1956年 1957年 1960年 1967年 1970年 1973年 1976年 1979年 1982年 1985年 1988年 1991年 1995年 1999年 2001年 2004年 掲載回数

1 めぐる春 ○ ○ 2

2 おぼろ月夜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

3 五月の歌 ○ 1

4 気のいいがちょう ○ 1

5 遠足 ○ ○ ○ 3

6 クシコスのゆうびん馬車 ○ 1

7 海へ山へ ○ ○ 2

8 お寺のかね ○ ○ ○ 3

9 すかんぽのさくころ ○ ○ ○ 3

10 なかよし円舞曲 ○ ○ ○ 3

11 よろこびの歌 ○ 1

12 喜びの歌　 ○ ○ 2

13 山の子ども ○ ○ 2

14 ゆりかご ○ ○ 2

15 われは海の子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

16 花売 ○ ○ 2

17 赤とんぼ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

18 子守歌 ○ ○ 2

19 世界の子守歌 ○ ○ 2

20 楽しき農夫 ○ ○ ○ 3

21 りょしゅう ○ ○ 2

22 ふるさと ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16

23 思い出 ○ ○ ○ ○ 4

24 木の実 ○ 1

25 カッコウワルツ(演奏会用器楽) ○ ○ 2

26 静夜 ○ ○ 2

27 通りゃんせ ○ ○ ○ 3

28 歌はぼくらのお友だち(演奏会用器楽) ○ 1

29 ひつじ(演奏会用) ○ 1

30 スキーの歌 ○ ○ ○ 3

31 こきょうの人々 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

32 輪舞 ○ 1

33 荒城の月 ○ ○ ○ 3

34 お江戸日本橋 ○ ○ ○ 3

35 早春の歌 ○ ○ ○ 3

36 あおげばとうとし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

37 やさしい合唱曲５(参考曲) ○ 1

38 やさしい合唱曲６(参考曲) ○ 1

39 やさしい合唱曲７(参考曲) ○ 1

40 どんぐりコロコロ ○ 1

41 楽しいおどり ○ 1

42 青い風 ○ 1

43 愉快なかじやさん(参考曲) ○ ○ 2

44 秋の夜半(参考曲) ○ 1

45 めじろが来る山 ○ ○ 2

46 ゆりかごの歌 ○ 1

47 汽車 ○ ○ 2

48 春がきた ○ 1

49 お馬 ○ 1

50 なかよしこよし ○ 1  
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全体の変遷 2 
51 かっこうワルツ ○ 1

52 雪の朝 ○ 1

53 お祭り(音楽会用) ○ 1

54 ゆめよぶ春(音楽会用) ○ 1

55 わらの中の七面鳥(音楽会用) ○ 1

56 山の歌(音楽会用) ○ 1

57 わらしはだれでしょう ○ 1

58 いい声だいい声だ ○ 1

59 いちご ○ ○ 2

60 ふえの音 ○ ○ ○ 3

61 野ばら ○ ○ ○ ○ 4

62 にじ ○ 1

63 ジャンボリー ○ 1

64 山寺のおしょうさん(器楽) ○ ○ ○ 3

65 すずめのコーラス ○ ○ ○ 3

66 ＡＢＣの歌(器楽) ○ 1

67 三びきの小ぶた(器楽) ○ 1

68 山ばと ○ ○ ○ ○ 4

69 ピリカピリカ ○ 1

70 きよしこの夜(器楽) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

71 ごはんだごはんだ ○ 1

72 別れ道 ○ ○ ○ ○ ○ 5

73 三びきのねずみ ○ 1

74 小学校の思い出(器楽) ○ 1

75 君が代 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

76 メリーさんのひつじ ○ 1

77 スケーターズワルツ（器楽） ○ 1

78 行こう野山に ○ ○ 2

79 おお牧場は緑 ○ ○ ○ ○ 4

80 粉ひきポール ○ 1

81 駅馬車 ○ ○ ○ ○ ○ 5

82 川で歌おう ○ ○ 2

83 おおブレネリ ○ 1

84 ピクニック ○ ○ ○ 3

85 やしの葉かげで ○ 1

86 楽しいね ○ 1

87 口ぶえふいて ○ ○ ○ ○ 4

88 おどろう楽しいポーレチケ ○ 1

89 ブーレー ○ 1

90 カスタネットの歌 ○ 1

91 小さい秋見つけた ○ ○ ○ ○ ○ 5

92 第９交響曲から合唱の部 ○ 1

93 飛べよ飛べ ○ ○ ○ ○ 4

94 四けんじょ ○ ○ ○ 3

95 向こうお山で ○ 1

96 春がよんでるよ ○ 1

97 そよ風の歌 ○ 1

98 おうむ ○ 1

99 手のひらを太陽に ○ 1

100 美しいおどり ○ 1  
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全体の変遷 3 
101 レロンレロンシンタ ○ 1

102 月夜の道 ○ ○ 2

103 野いちご ○ ○ ○ ○ ○ 5

104 線路は続くよどこまでも ○ ○ 2

105 海のマーチ ○ ○ 2

106 星かげさやかに ○ ○ 2

107 大きなくりの木の下で ○ ○ 2

108 ゆかいな牧場 ○ 1

109 坂道 ○ ○ ○ 3

110 世界の歌めぐり ○ ○ ○　 3

111 ねんねしなされ ○ 1

112 ドレミの歌(６)(全校合唱) ○ ○ 2

113 クーラント ○ ○ 2

114 ゆかいに歩けば ○ ○ ○ ○ 4

115 きょうの日はさようなら ○ 1

116 花のまわりで ○ ○ 2

117 ずいずいずっころばし ○ 1

118 だいぼろつぼろ ○ 1

119 ビアだるポルカ ○ 1

120 エーデルワイス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

121 組曲「ガイーヌ」からつるぎのまい ○ 1

122 月夜の牧場 ○ 1

123 いろんな木の実 ○ 1

124 川はよんでいる ○ 1

125 森のくまさん(６)合唱曲 ○ 1

126 小川の四季 ○ ○ ○ ○ ○ 5

127 夜明けの森 ○ 1

128 大きな古時計 ○ 1

129 世界一周 ○ 1

130 正がんせ ○ 1

131 天満の市は ○ 1

132 じんじん(ほたる) ○ 1

133 山のスケッチ ○ 1

134 おはよう・行進・さようなら(全校) ○ ○ 2

135 春のワルツ(春の小川の変奏) ○ 1

136 ゆめをのせて ○ ○ ○ ○ 4

137 ひびけ朝の歌 ○ ○ 2

138 夜明けのマーチ ○ ○ 2

139 どこまでも行こう ○ 1

140 かりがわたる ○ ○ ○ ○ 4

141 こきりこぶし ○ ○ ○ ○ ○ 5

142 勇気一つを友にして ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

143 小さな木の実 ○ ○ ○ ○ 4

144 雪のポルカ ○ 1

145 緑のラララ ○ ○ ○ ○ ○ 5

146 友情の道 ○ ○ ○ 3

147 チロをつれて ○ ○ 2

148 風の歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

149 空を見上げて ○ ○ 2

150 コンドルは飛んで行く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8  
 
 
 



 - 20 - 

全体の変遷 4 
151 夕ぐれ ○ 1

152 さよなら友よ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

153 みどりの歌 ○ ○ 2

154 しおまねきのサンバ ○ 1

155 かた雪かんこ ○ 1

156 さようなら ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

157 空がこんなに青いとは ○ ○ ○ 3

158 夕日よさようなら ○ ○ 2

159 ロンド ○ ○ 2

160 歌えバンバン ○ ○ 2

161 アンデスの祭り ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

162 星空はいつも ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

163 こげよマイケル ○ ○ 2

164 みんなのおはやし ○ 1

165 歌がいっぱい ○ ○ 2

166 山へ行こう ○ 1

167 青空へ登ろう ○ 1

168 それは地球 ○ 1

169 かいがらの歌 ○ 1

170 夢をのせて ○ ○ ○ ○ 4

171 風を切って ○ ○ ○ ○ ○ 5

172 山田耕筰の歌曲 ○ 1

173 越天楽今様 ○ ○ ○ ○ ○ 5

174 旅立つ日に ○ ○ ○ ○ 4

175 ティキティキ ○ 1

176 大空賛歌 ○ ○ ○ ○ 4

177 今ぼくたちは ○ 1

178 ラバースコンチェルト ○ ○ ○ ○ ○ 5

179 つばさをください ○ ○ ○ ○ 4

180 リボンのおどり(ラバンバ) ○ 1

181 銀河鉄道の歌 ○ ○ ○ ○ 4

182 赤いやねの家 ○ ○ 2

183 歌よありがとう ○ ○ ○ ○ 4

184 風に向かい光に向かい ○ ○ ○ 3

185 モルモット ○ 1

186 わたしのボニー ○ 1

187 あの山の上で ○ ○ 2

188 すてきな友達 ○ 1

189 広い空の下で ○ ○ 2

190 街は光の中に ○ ○ 2

191 つばさをだいて ○ 1

192 思い出のメロディー ○ 1

193 星の世界 ○ 1

194 一日一歩の未来 ○ 1

195 浜千鳥 ○ 1

196 歌に願いを ○ 1

197 にじに歌って ○ 1

198 この星に生まれて ○ 1

199 愛のテーマ ○ 1

計 35 47 41 38 35 34 31 24 28 28 27 31 27 27 26 29  
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歌詞分析 1 
曲名 作詞 作曲 １番 ２番 ３番 ４番 動物（一般名称） 動物(表記）

めぐる春 久野静夫 ハイケンス

あおいもやの　うすあかりに
はなはあわく　においくる　そ
らもおぼろ　かすみにとけ
ゆめみるような　はるのよる
たかいやまへ　ひろいうみへ
ともにゆこう　きぼうにもえて
みどりふかい　もりのこかげ
ともにかたる　なつのよろこ
び　すみゆくよぞらに　さえゆ
くつき　むしのねあわれに
ふけゆくあき　ひらひらちり
ゆく　このはによせて　うたえ
ばわがむね　いたみにたえ
ず

まどのひかり　かずましゆく
うたのこえも　ひびきくる　と
おくちかく　ひとかげみえ　ゆ
めみるような　はるのよる　く
もはながれ　なみはしずか
ともにあそぶ　たのしきあの
ひ　ほかげとおく　しまはかす
み　すなにいこう　おもいでの
ひよ　すみゆくよぞらに　さえ
ゆくつき　むしのねあわれに
ふけゆくあき　ひらひらちりゆ
く　このはによせて　うたえば
わがむね　いたみにたえず

虫 虫

おぼろ月夜 文部省唱歌

菜の花畑に　入日うずれ　見
わたす山の端　かすみ深し
春風そよ吹く　空を見れば
夕月かかりて　においあわし

里わのほかげも　森の色も
田中の小みちを　たどる人も
かわずの鳴くねも　かねの音
も　さながらかすめる　おぼろ
月夜

蛙 蛙

五月の歌 文部省唱歌

楽しや　五月　草はもえて
小川の岸に　すみれにおう
つゆをやどした　やさし花に
心もかろし　そぞろ歩るき

うれしや　五月　日陰はえて
わか葉の森に　小鳥歌う　葉
ずえそよかぜ　わたるかぜに
心もすずし　そぞろあるき

鳥 小鳥

気のいいがちょう 文部省唱歌

がちょうが川を　わたろうとし
たが　ゲェゲェゲェ　水はま
んまん　早い流れ　ゲェゲェ
ゲェ　ララララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ラ　ラララ
ラ　ラララ　ラララララララ　ラ

わるいからすが　教えていう
に　カァカァカァ　「水をみんな
のんでしまいなさい」　カァ
カァカァ　ラララ　ラ　ラララ
ララララ　ラ　ラララ　ラ　ララ
ラ　ラ　ラララ　ラララララララ
ラ

そこでがちょうは　がぶがぶ
のんだ　ゲェゲェゲェ　川をほ
そうと　いっしょうけんめい
のんだ　ラララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ラ　ラララ
ラ　ラララ　ラララララララ　ラ

のんでものんでも　流れてく
るよ　ゲェゲェゲェ　気のいい
がちょうは　それでものんだ
ゲェゲェゲェ　ラララ　ラ　ララ
ラ　ララララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ラララララ
ララ　ラ

鳥
がちょう　か
らす

クシコスのゆうびん馬車 久野静夫 カールネッケ

野みちこえ　とおくやまかわ
むらすぎて　あらしふく日にも
はしるはしる　ゆうびんば
しゃ　ララララ　ララララ　ララ
ララ　ララララ　ラッパをたか
く　ふきならして　はしれ　は
しれ　ララララ　ララララ　ララ
ララ　ララララ　うまのひずめ
かるく　ララ　はしれ　はしれ

夜みちこえ　さびしひとないさ
とすぎて　とおい日をめざし
はしるはしる　ゆうびんばしゃ
ララララ　ララララ　ララララ
ララララ　ラッパをたかく　ふ
きならして　はしれ　はしれ
ララララ　ララララ　ララララ
ララララ　ちからかぎり　はや
く　ララ　はしれ　はしれ

馬 馬

お寺のかね 山崎紀一郎 イギリス曲

やまこえ　さとこえ　とおいむ
らの　おてらのかねが　なが
れてくる　ゴーン　ゴーン
ゴーン　ゴーン　ゴーン

ゆうひにあかい　にしのそら
を　ねぐらにかえる　とりがと
ぶよ　ゴーン　ゴーン　ゴーン
ゴーン　ゴーン

鳥 とり

すかんぽのさくころ 北原白秋 山田耕筰

どてのすかんぽ　ジャワさら
さ　ひるはほたるが　ねんね
する　ぼくらしょうがくろくねん
せい　けさもかよって　またも
どる　すかんぽすかんぽ　か
わのふち　なつがきたきた
ドレミファソラシド

蛍 ほたる

よろこびの歌 文部省唱歌

はれたるあおぞら　ただよう
くもよ　ことりはうたえり　は
やしにもりに　こころはほが
らか　よろこびみちて　みか
わすわれらの　あかるきえが
お

はなさくおかべに　いこえると
もよ　ふくかぜさわやか　みな
ぎるひざし　こころはたのしく
しあわせあふれ　ひびくはわ
れらの　よろこびのうた

鳥 ことり

喜びの歌　 岩佐東一郎 ベートーベン

はれたる　あおぞら　ただよ
うくもよ　ことりはうたえり　は
やしにもりに　こころはほが
らか　よろこびみちて　みか
わすわれらの　あかるきえが
お

はなさくおかべに　いこえると
もよ　ふくかぜさわやか　みな
ぎるひざし　こころはたのしく
しあわせあふれ　ひびくはわ
れらの　よろこびのうた

鳥 ことり

山の子ども

やまのはやしで　やまばとが
やまのこどもを　よんでいる
ホーホー　ホーホー　ぐみの
こかげで　よんでいる　よん
でいる　ホーホー　よんでい
る

やまのこどもは　やまがすき
きのみたべたべ　よくあそぶ
ホーホー　ホーホー　ぐみは
あおいよ　まだあおい　まだ
あおい　ホーホー　まだあお
い

やまでよんでる　やまばとは
やまのこどもの　おともだち
ホーホー　ホーホー　ぐみの
こかげで　よんでいる　よん
でいる　ホーホー　よんでい
る

鳥 山ばと

赤とんぼ 三木露風 山田耕筰
ゆうやけこやけの　あかとん
ぼ　おわれてみたのは　いつ
のひか

やまのはたけの　くわのみを
こかごにつんだは　まぼろし
か

ゆうやけこやけの　あかとん
ぼ　とまっているよ　さおのさ
き

虫 赤とんぼ

世界の子守歌 ⑥アメリカから
ふくろうほうほう　ぼうやはね
んね

鳥 ふくろう
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楽しき農夫 久野静夫 シューマン

ひばりのこえはたかく　はな
はみだれて　うららかに　お
がわのみずはすみて　わら
べすなどり　うれしげに　ゆ
たけき　はるのひかり　くわも
つうでもかるく　きょうもたが
やす　はるのたに

あきぐも　そらにながれ　この
はちりゆき　まいたちて　なみ
うつ　いなほわけて　わらべと
びかい　たのしげに　ゆたけ
き　あきのみのり　かまとる
こころかるく　まちしよろこび
きょうのひよ

鳥
ひばり　すな
どり　とび

ふるさと 文部省唱歌

うさぎおいし　かのやま　こぶ
なつりし　かのかわ　ゆめは
いまも　めぐりて　わすれが
たき　ふるさと

いかにいます　ちちはは　つ
つがなしや　ともがき　あめに
かぜに　つけても　おもいい
づる　ふるさと

こころざしを　はたして　いつ
のひにか　かえらん　やまは
あおき　ふるさと　みずはきよ
き　ふるさと

うさぎ　魚
うさぎ　こぶ
な

思い出 古関吉雄 ベイリー

かきにあかい　はなさく　い
つかの　あのいえ　ゆめにか
える　そのにわ　はるかなむ
かし　とりのうた　ききめぐり
そよかぜに　はなゆらぐ　な
つかしいおもいでよ　はるか
なむかし

しろいくも　うかんでた　いつ
かの　あのおか かけおりた
くさのみち　はるかなむかし
あのひのうた　うたえば　おも
いだす　あおいそら　なつか
しいあのおかよ　はるかなむ
かし

鳥 とり

静夜 讃美歌より グルーバー

きよし　このよる　ほしは　ひ
かり　うるわしみこは　みは
はのむねに　ねむりたもう
ゆめやすく

きよし　このよる　みつげ　う
けし　ひつじかいらは　みこの
みまえに　ぬかずきぬ　かし
こみて

羊 ひつじ

ひつじ(演奏会用) 西条八十 橋本国彦

ひつじ　ひつじ　まっしろなひ
つじ　やさしいひつじ　ひつじ
ひつじ　まっしろなひつじ　や
さしいひつじ　あったかい
あったかい　はるのひに　あ
おいあおい　くさをたべなが
ら　くさをたべながら　そろっ
て　そろって　そろって　そ
ろって　そろって　そろって
そろって　そろって　そろって
そろって　とおるひつじ　なを
よびゃふりかえる　おかあさ
んのめめに　ちょいとにた
ひつじのめ　ひつじのめ

羊 ひつじ

スキーの歌 文部省唱歌

かがやくひのかげ　　はゆる
のやま　かがやくひのかげ
はゆる　のやま　ふもとをめ
がけて　スタートきれば　こ
ゆきはまいたち　かぜはさけ
ぶ　かぜはさけぶ

とぶとぶおおぞら　はしるだ
いち　とぶとぶおおぞら　はし
るだいち　いっぱくかげなき
てんちのうちを　ストックかざ
して　われはかける　われは
かける

やまこえおかこえ　くだるしゃ
めん　やまこえおかこえ　くだ
るしゃめん　たちまちさえぎる
たにおばめがけ　おどればさ
ながら　ひちょのここち　ひ
ちょうのここち

鳥 ひちょう

輪舞

ララララララ　おどろうよ　ゆ
めみるしらべにあわせて　ま
しろいゆきが　はなのように
のはらにやまに　さいている
よ　くるりくるり　わになりおど
ろう　ランランラン

ララララララ　おどろうよ　な
つかししらべにあわせて　ま
しろいとりが　そらにたかく
わをかきかるく　とんでいるよ
くるりくるり　てをとりおどろう
ランランラン

鳥 とり

荒城の月

はるこうろうの　はなのえん
めぐるさかずき　かげさして
ちよのまつがえ　わけいでし
むかしのひかり　いまいずこ

あきじんえいの　しものいろ
なきゆくかりの　かずみせて
ううるつるぎに　てりそいし
むかしのひかり　いまいずこ

鳥 かり

お江戸日本橋 日本古謡

おえどにほんばし　ななつだ
ち　はつのぼり　ぎょうれつ
そろえて　アレワイサノサ　こ
ちゃ　たかなわ　よあけて
ちょうちんけす　こちゃへ　こ
ちゃへ

ろくごうわたれば　かわさきの
まんねんや　つるとかめとの
よねまんじゅう　こちゃかなが
わ　いそいでほどがやへ　こ
ちゃへこちゃへ

鳥　かめ つる　かめ

早春の歌 文部省唱歌

はるはなのみの　かぜのさ
むさや　たにのうぐいす　うた
はおもえど　ときにあらずと
こえもたてず　ときにあらずと
こえもたてず

こおりとけさり　あしはつのぐ
む　さてはときぞと　おもうあ
やにく　きょうもきのうも　ゆき
のそら　きょうもきのうも　ゆき
のそら

鳥 うぐいす

あおげばとうとし 不明 不明

あおげばとうとし　わがしの
おん　おしえのにわにも　は
やいくとせ　おもえばいととし
このとしつき　いまこそわか
れめ　いざさらば

あさゆうなれにし　まなびの
まど　ほたるのともしび　つむ
しらゆき　わするるまぞなき
ゆくとしつき　いまこそわかれ
め　いざさらば

蛍 ほたる

やさしい合唱曲５(参考曲)

どんぐりコロコロ 青木存義 梁田　貞

どんぐりコロコロ　ドンブリコ
おいけにはまって　さあたい
へん　どじょうがでてきて　こ
んにちは　ぼっちゃんいっ
しょに　あそびましょう

魚 どじょう

青い風 勝　承夫 海沼　実

ますみのあおぞら　はるばる
と　こころもほがらな　あおい
かぜ　ひばりもそらから　よ
んでいる　みんなでいこうよ
げんきよく　きぼうのひかり
が　みちわたる

ましろなくもさえ　はるばると
なんだかたのしい　あおいそ
ら　せなのリュックに　はなさ
して　うたえばはずむよ　あし
なみも　きぼうのひかりが　み
ちわたる

鳥 ひばり

お馬 林　柳波 松島　彝
おうまのおやこは　なかよし
こよし　いつでもいっしょに
ポックリポックリあるく

馬 おうま

かっこう 伊藤武雄 ドイツ民謡
カッコ　カッコ　カッコカッコ
かんこどり　またきたよ　ほら
ほら　とうさま

鳥
カッコ　かん
こどり
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どんぐりコロコロ 青木存義 梁田　貞

どんぐりコロコロ　ドンブリコ
おいけにはまって　さあたい
へん　どじょうがでてきて　こ
んにちは　ぼっちゃんいっ
しょに　あそびましょう

魚 どじょう

秋の夜半(参考曲) 佐々木信綱 ウェーバー　

あきのよわの　みそらすみて
つきのひかり　きよくしろく
かりのむれの　ちかくくるよ
ひとつふたつ　いつつななつ

いえをはなれ　くにをいでて
ひとりとおく　まなぶわがみ
おやをおもう　おもいしげし
かりのこえに　つきのかげに

鳥 かり

めじろが来る山 後藤一夫 平岡照章

ひかるしもだよ　ちゃのはな
に　めじろがくるやま　おちゃ
のやま　だれかおとりを　な
かしてる　チッチキ　さむそう
に　なかしてる

しろいつぼみの　ちゃのはな
の　こえだにゆれてる　おとり
かご　かぜがめじろを　のぞ
いてる　キッキリ　あさひも
のぞいてる

ふじのゆきみて　ちゃのはな
と　おなじにふるえた　めじろ
どり　だれかとおくで　よんで
いる　ピッピキ　はぶえで　よ
んでいる

鳥 めじろ

お馬 林　柳波 松島　彝
おうまのおやこは　なかよし
こよし　いつでもいっしょに
ポックリポックリあるく

馬 おうま

かっこう 伊藤武雄 ドイツ民謡
カッコ　カッコ　カッコカッコ
かんこどり　またきたよ　ほら
ほら　とうさま

鳥
カッコ　かん
こどり

ゆめよぶ春(音楽会用) 勝　承夫 平岡均之

わたしのまどに　ささやくうた
は　たのしいしらべ　ことりの
こえ　こころのはるに　うまれ
るうたは　やさしいはなの
のぞみのかげ　ともよいずこ
おもいでの　おかにみどり
かえるひよ　そらのはてに
ふゆはさり　くもさえしずかに
きえていく

わたしのむねの　とびらをひ
らく　たのしいしらべ　ゆめよ
ぶこえ　こころもなごむ　こと
りのうたよ　やさしいはなよ
ゆめよぶはる　ともよいずこ
おもいでの　おかにみどり
かえるひよ　そらのはてに
ふゆはさり　くもさえしずかに
きえていく

鳥 ことり

わらの中の七面鳥(音楽会用) 久野静夫 アメリカ民謡

さあたいへんだ　さあたいへ
んだ　しちめんちょうが　にげ
てゆく　さあみんなでつかま
えろ　いけのまわりをおいか
けろ　ララララ　ララララ　ララ
ララ　ララララ　いっしょうけん
めいにげてゆき　そらかくれ
たところは　わらのなか

さあたいへんだ　またにげた
しちめんちょうが　またにげた
こんどこそつかまえろ　にわ
のまわりをおいかけろ　ラララ
ラ　ララララ　ララララ　ラララ
ラ　いっしょうけんめいにげて
ゆき　そらかくれたところは
こやのなか

鳥
しちめんちょ

う

山の歌(音楽会用) 久野静夫 スイス民謡

やまからよぶこえ　ことりのこ
え　さそわれてゆこうよ　は
なさくみち　うたおうたのしい
やまのうたを　ヤーッホ　ララ
ラララ　ララ　ラララララ　ヤッ
ホホ　ラララララ　ヤッホホ
ララララ　ヤーッホ　ララララ
ラ　ララ　ラララララ　ヤッホホ
ララララ

たにからよぶこえ　こだまの
こえ　こたえてゆこうよ　みど
りのみち　うたおうげんきに
やまのうたを　ヤーッホ　ララ
ラララ　ララ　ラララララ　ヤッ
ホホ　ラララララ　ヤッホホ　ラ
ラララ　ヤーッホ　ラララララ
ララ　ラララララ　ヤッホホ　ラ
ラララ

鳥 ことり

いちご 小林純一 フィンランド民謡
わたしはいちごよ　うまれた
さとは　うみべのこだかい
だんだんばたけ

かもめとなみとの　おどりやう
たに　たのしいはるのひ　くら
したわたし

きばこにつめられて　いまで
はまちの　みせたにこうして
ならんでいます

鳥 かもめ

にじ 大木惇夫 平井康三郎

あおぞらたかくかけ　そのし
たにちをのべて　みどりにし
たのは　だれでしょう　ひをつ
きをそらにめぐらせ　ちには
なをひらかせるのは　おとう
さま　ねえだれでしょう

むぎたねをきんのほに　うれ
させてつぶつけて　みごとに
したのは　だれでしょう　ももく
りやりんごみのらせ　ののと
りをうたわせるのは　おかあ
さま　ねえだれでしょね

やすらげよさちあれと　あの
にじをかけわたし　こばとを
はなつは　だれでしょう　あの
にじはさちのしるしだ　ちのこ
らにめぐみなさるは　そうだそ
うだ　ああかみさまよ

鳥
ののとり　こ
ばと

山寺のおしょうさん(器楽) 加藤省吾　補作 服部良一

やまでらのおしょうさんが　ま
りはけりたし　まりはなし　ね
こをかんぶくろに　おしこんで
ポーンとつきゃ　ニャーンとな
く　ニャーンがニャンとなく　ヨ
イヨイ

やまでらのこぞうさんが　お
きょういやいや　あそびたし
そっとにげだす　かねつきど
う　ゴーンとつきゃ　ゴーンと
なる　ゴーンがゴンとなる　ヨ
イヨイ

猫 ねこ

すずめのコーラス 吉岡光二 オーストラリア民謡

おはようござる　チュンチュク
チュンチュン　きれいなおひ
より　チュンチュクチュンチュ
ン　あさからみんなで　チュン
チュクチュチュチュチュ　チュ
ン

おやねのうえで　チュンチュク
チュンチュン　たのしいコーラ
ス　チュンチュクチュンチュン
あかるくみんなで　チュンチュ
クチュチュチュチュ　チュン

鳥
タイトルにす
ずめ

山ばと 小林純一 中田喜直

やまへいったら　やまばとが
まるいめをして　ないていた
くぼちでかれはを　ふみなが
ら　クックル　クックル　ない
ていた

そっとかくれて　みていたら
くびをまげては　ないていた
ともだちよんでか　さむくてか
クックル　クックル　ないてい
た

鳥 山ばと

きよしこの夜(器楽) 賛美歌より グルーバー

きよし　このよる　ほしは　ひ
かり　すくいのみこは　みは
はのむねに　ねむりたもう
ゆめやすく

きよし　このよる　みつげ　う
けし　ひつじかいらは　みこの
みまえに　ぬかずきぬ　かし
こみて

羊 ひつじ

三びきのねずみ 津川主一　訳詩 アメリカ民謡

ねずみ　さんびき　はやいな
はやいな　おひゃくしょうのか
みさん　くわをふりあげては
ねずみのおを　チョンときり
ます

ねずみ ねずみ
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歌詞分析 4 

メリーさんのひつじ 久野静夫 市川都志春編曲

メリーさんのひつじ　ひつじ
ひつじ　メリーさんのひつじ
まっしろだ　メリーさんについ
て　ついて　ついて　どこでも
いくよ　かわいいな　メリーさ
んがなけば　なけば　なけば
ひつじもそばで　ないている
メリーさんがはしる　はしる
はしる　ひつじもついて　はし
ります　メリーさんがおどる
おどる　おどる　ひつじもま
ねて　おどります　メリーさん
について　ついて　どこでも
いくよ　いくよ　かわいいな

羊 ひつじ

行こう野山に 平井多美子 ロシア曲

そらから　そらに　はるはくる
よ　みどりがふるよ　のやま
に　うたごえたかく　かけてい
こう　あのおかはるかに　トラ
ララララン

きれいなあさだ　はるのあさ
だ　わかばがてるよ　のやま
に　くちぶえふいて　はねて
おどれ　こやぎのように　タタ
タタタン

ヤギ こやぎ

駅馬車 小林幹治 アメリカ民謡（市川都志春編曲）

あのむら　このまちを　きょう
また　あとにして　はしれよ
げんきよく　みんなが　まって
いる　きぼうをのせて　ばしゃ
はゆく　はるかな　ふるさとを
ゆめみて　はしれば　くろうな
ど　なんでもない

はてなく　ながいみち　でこぼ
この　ほこりみち　ゆられて
うたいだす　たのしい　ばしゃ
のたび　きぼうをのせて　ば
しゃはゆく　はるかな　ふるさ
とを　ゆめみて　はしれば　く
ろうなど　なんでもない

馬 馬車

おおブレネリ 松田　稔 スイス民謡

おおブレネリ　あなたのおう
ちはどこ　わたしのおうちは
スイッツランドよ　きれいなこ
すいの　ほとりなのよ　ヤッ
ホー　ホトゥラララ　ヤッホ
ホトゥラララ　ヤッホホ　ホトゥ
ラララ　ヤッホホ　ホトゥララ
ラ　ヤッホ　ホトゥラララ　ヤッ
ホ　ホトゥラララ　ヤッホ　ホ
トゥラララ　ヤッホホ

おおブレベリ　あなたのしごと
はなに　わたしのしごとは　ひ
つじかいよ　おおかみでるの
で　こわいのよ　ヤッホー　ホ
トゥラララ　ヤッホ　ホトゥララ
ラ　ヤッホホ　ホトゥラララ
ヤッホホ　ホトゥラララ　ヤッ
ホ　ホトゥラララ　ヤッホ　ホ
トゥラララ　ヤッホ　ホトゥララ
ラ　ヤッホホ

羊　狼
ひつじ　おお
かみ

ピックニック 不明 イギリス民謡

おかをこえ　いこうよ　くちぶ
えふきつつ　そらはすみ　あ
おぞら　まきばをさして　うた
おう　ほがらかに　ともにてを
とり　ララララララ　ララララあ
ひるさん　ガガガガア　ラララ
ラララやぎさんも　メーエ　ラ
ラうたごえあわせよ　あしな
みそろえよ　きょうはゆかい
だ

ヤギ　あひる
やぎさん　あ
ひるさん

小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直

だれかさんが　だれかさんが
だれかさんがみつけた　ちい
さいあき　ちいさいあき　ちい
さいあきみつけた　めかくし
おにさん　てのなるほうへ
すましたおみみに　かすかに
しみた　よんでるくちぶえ　も
ずのこえ　ちいさいあき　ち
いさいあき　ちいさいあき
みつけた

だれかさんが　だれかさんが
だれかさんがみつけた　ちい
さいあき　ちいさいあき　ちい
さいあきみつけた　おへやは
きたむき　くもりのガラス　う
つろなめのいろ　とかしたミル
ク　わずかなすきから　あき
のかぜ　ちいさいあき　ちいさ
いあき　ちいさいあきみつけ
た

だれかさんが　だれかさんが
だれかさんがみつけた　ちい
さいあき　ちいさいあき　ちい
さいあきみつけた　むかしの
むかしの　かざみのとりの
ぼやけたとさかに　はぜのは
ひとつ　はぜのはあかくて
いりひいろ　ちいさいあき　ち
いさいあき　ちいさいあきみ
つけた

鳥
かざみのと
り

第９交響曲から合唱の部（喜びの歌） ベートーベン

はれたるあおぞら　ただよう
くもよ　ことりはうたえり　は
やしにもりに　こころはほが
らか　よろこびみちて　みか
わすわれらの　あかるきえが
お

鳥 ことり

飛べよ飛べ 久野静夫 市川都志春

とべよとべ　かぜをきり　まち
をこえ　むらこえて　くものは
て　とおいそら　めざしてとべ
よはと　トララ　ララ　ラランラ
ン　たかく　トララ　ララ　ララ
ンラン　たかく　つばさかるく
とべよはるかに

とべよとべ　かぜにのり　み
ねをこえ　たにこえて　にじの
はし　なないろの　きぼうがま
ねいている　トララ　ララ　ララ
ンラン　たかく　トララ　ララ
ラランラン　たかく　つばさか
るく　とべよはるかに

鳥 はと　つばさ

四けんじょ わらべ歌（九州地方）

一けんじょ　二けんじょ　三け
んじょ　四けんじょ　四けんま
ほただの　のりくらのうえに
それひけ

あめうし　けうし　さるざか　つ
えついて　じっというて　それ
ひけ　それひけ

※四けんじょ・四けんま（４つ
のけわしいところ）ほただ（地
名：保多田）あめうしけうし
（黄色い牛や小牛）さるざか
（さる坂という急な坂道）

牛
あめうし　け
うし

向こうお山で わらべ歌(関東地方）

むこうおやまで　ひかりもの
は　つきかほしか　ほたるか
つきならば　おがみもうすが
ほたるなんぞじゃ　あーかん
べー

蛍 ほたる

春がよんでるよ 小林幹治 ポーランド民謡（荒谷俊治編曲）

ひばりのこすずめのこ　とび
ながらなにをみた　ホーヨホ
ヨヨ　ホーヨホヨヨ　はるがよ
んでるよ　あのどてにねころ
んで　おべんとうたべたいな
ホーヨホヨヨ　ホーヨホヨヨ
はるはすてきだよ

もぐらのこかえるのこ　うごき
だせめをさませ　ホーヨホヨヨ
ホーヨホヨヨ　はるがよんでる
よ　ほがらかにうたうそら　わ
かくさもこえあわせ　ホーヨホ
ヨヨ　ホーヨホヨヨ　はるのうた
ごえよ

鳥　もぐら　蛙
ひばり　す
ずめ　もぐら
かえる

おうむ 津川主一　訳詩 ジャワ民謡

おうむがまどに　とまってい
る　としがよれば　なにかさ
びしい　ライトルム　ライトル
ム　ライトルム　ラララ　ライト
ルム　ライトルム　ライトルム
ラララ　ライトルム　ライトル
ム　ライトルム　ラララ　ララ
ララ　ララ

おうむがまどに　とまっている
きょうはだれの　まねするの
だろう　ライトルム　ライトル
ム　ライトルム　ラララ　ライト
ルム　ライトルム　ライトルム
ラララ　ライトルム　ライトル
ム　ライトルム　ラララ　ララ
ララ　ララ

鳥 おうむ

手のひらを太陽に やなせたかし　 いずみ　たく

ぼくたはみんな　いきている
いきているから　うたうんだ
ぼくらはみんな　いきている
いきているから　かなしいん
だ　てのひらをたいように
すかしてみれば　まっかにな
がれる　ぼくのちしお　みみ
ずだって　おけらだって　あ
めんぼだって　みんなみんな
いきているんだ　ともだちな
んだ

ぼくらはみんな　いきている
いきているから　わらうんだ
ぼくらはみんな　いきている
いきているから　うれしいんだ
てのひらをたいように　すかし
てみれば　まっかにながれる
ぼくのちしお　とんぼだって
かえるだって　みつばちだっ
て　みんなみんな　いきてい
るんだ　ともだちなんだ

虫　蛙

みみず　お
けら　あめ
んぼ　とん
ぼ　かえる
みつばち

レロンレロンシンタ 中山知子 フィリピン民謡

レロンレロンシンタ　パパイ
ヤのきが　かぜにゆれて　お
いでおいで　レロンレロンシ
ンタ　あのこかげで　ギター
にあわせ　とりもうたう

レロンレロンシンタ　ねむいな
みが　しまのいそに　よせて
かえす　レロンレロンシンタ
ふねはすべる　ちぎれぐもも
ゆっくりすべる

鳥 とり
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歌詞分析 5 

野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡

のいちご　あかいみだよ　こ
かげで　みつけたよ　だれも
しらないのに　ことりがみて
た

のいいご　あかいみだよ　ひ
とつぶ　つまんだよ　あさつゆ
ひかるよほら　こぼさぬように

鳥 ことり

ゆかいな牧場 小林幹治 アメリカ民謡

いちろうさんのまきばで　イ
アイイアイオー　おやチッチッ
チッ　ほらチッチッチッ　あっ
ちもこっちも　どこでもチッ
チッ　ないてるのはひよこ　イ
アイイアイオー　あらチッチッ
チッ　ほらチッチッチッ　あっ
ちもこっちも　どこでもチッ
チッ

じろうさんのまきばで　イアイ
イアイオー　おやクワックワッ
クワッ　ほらクワックワック
ワッ　あっちもこっちも　どこで
もクワックワッ　ないてるのは
あひる　イアイイアイオー　あ
らクワックワックワッ　ほらク
ワックワックワッ　あっちも
こっちも　どこでもクワックワッ

鳥
ひよこ　あひ

る

きょうの日はさようなら 金子詔一 金子詔一
いつまでも　たえることなく
ともだちでいよう　あすのひ
をゆめみて　きぼうのみちを

そらをとぶ　とりのように　じ
ゆうにいきる　きょうのひはさ
ようなら　またあうひまで

しんじあうよろこびを　たいせ
つにしよう　きょうのひはさよ
うなら　またあうひまで

鳥 とり

花のまわりで 江間章子 大津三郎旋律　岡本敏明補修編曲

はなのまわりで　とりがまわ
る　とりのまわりで　かぜが
まわるまわる　まわれまわれ
まわれこまのように　うたい
ながら　ちきゅうのように　ま
わろうよ

かぜのまわりで　くもがまわ
る　くものまわりで　たのしい
ロンドロンド　まわれまわれ
まわれにじのように　まるく
なって　ひかりとなって　まわ
ろうよ

鳥 とり

ずいずいずっころばし わらべ歌 川崎祥悦　編曲

ずいずいずっころばし　ごま
みそずい　ちゃつぼにおわれ
て　とっぴんしゃん　ぬけたら
どんどこしょ　たわらのねず
みが　こめくってチュ　チュウ
チュウチュ　おっとさんがよ
んでも　おっかっさんがよん
でも　いきっこなしよ

ねずみ ねずみ

森のくまさん(６)合唱曲 不明 不明
あるひ　もりのなか　くまさん
に　であった　はなさくもりの
みち　くまさんにであった

くまさんの　いうことにゃ　お
じょうさん　おにげなさい　ス
タコラサッサッサのサ　スタコ
ラサッサッサのサ

ところが　くまさんが　あとか
ら　ついてくる　トコトコトッコ
トッコと　トコトコ　トッコトッコ
と

おじょうさん　おまちなさい
ちょっと　おとしもの　しろい
かいがらの　ちいさなイヤリ
ング

熊 くまさん

世界一周 阪田寛夫 アメリカ民謡

（１番）にほんのくにから　こ
んにちは　にほんのくにから
こんにちは　せかいじゅう
いちにちでまわってきましょ
ハ！てくてくこんにちは　（２
番）フランスであさごはん　ボ
ンジュール　フランスであさ
ごはん　ボンジュール　かた
くてでかくて　おいしいフラン
スパン　ハ！ポリポリボン
ジュール

（３番）ドイツのこどもはグー
テンターク　ドイツのこどもは
グーテンターク　どいつもこい
つも　ドイツごがじょうず
ハ！ぺらぺらグーテンターク
（４番）おひるはイタリア　ボン
ジョルノ　おひるはイタリア
ボンジョルノ　おはしもつかわ
ず　スパゲッティたべた
ハ！ツルツルボンジョルノ

（５番）ひるねはスペイン　ブ
エノスディアス　ひるねはス
ペイン　ブエノスディアス　お
となもこどもも　とうぎゅうのう
しも　ハ！スヤスヤブエノス
ディアス　（６番）ロシアのや
どやで　ズドラーストヴィチェ
ロシアのやどやで　ズドラー
ストヴィチェ　ほかほかゆげ
のでる　ボルシチスープ
ハ！アッチチッチズドラースト
ヴィチェ

（７番）おしまいはアメリカ
グーンナイ　おしまいはアメリ
カ　グーンナイ　ねむくてね
むくて　くたくたにのびて
ハ！グウグウグーンナイ

牛 闘牛

じんじん(ほたる) 川崎祥悦　編曲 わらべ歌（沖縄地方）
じんじんじんじん　さかやの
みずのんで　おちろよじんじ
ん　さがれよじんじん

じんじんじんじん　ちぶやの
みずのんで　おちろよじんじ
ん　さがれよじんじん

じんじんじんじん　くむじのみ
ずのんで　おちろよじんじん
さがれよじんじん　じんじん

蛍 じんじん

かりがわたる 文部省唱歌 下総晥一編曲

かりがわたる　鳴いてわたる
鳴くはなげきか　喜びか　月
のさやかな　秋の夜に　さお
になり　かぎになり　わたる
かり　おもしろや

かりがおりる　連れておりる
連れは親子か　友達か　しも
の真白な　秋の田に　むつま
じく　連れ立ちて　おりるかり
おもしろや

鳥 かり

勇気一つを友にして 片岡　輝 堀部信義

昔ギリシャのイカロスは　ロ
ウでかためた鳥の羽根(は
ね)　両手に持って飛びたっ
た　雲より高くまだ遠く　勇気
一つを友にして

丘はぐんぐん遠ざかり　下に
広がる青い海　両手の羽根
をはばたかせ　太陽めざし飛
んで行く　勇気一つを友にし
て

赤く燃(も)えたつ太陽に　ロウ
でかためた鳥の羽根　みる
みるとけて舞い散った　翼(つ
ばさ)奪(うば)われイカロスは
墜(お)ちて生命(いのち)を
失った

だけどぼくらはイカロスの
鉄の勇気をうけついで　明日
(あした)へ向かい飛びたった
ぼくらは強く生きて行く　勇気
一つを友にして

鳥 鳥

雪のポルカ 野上彰 市川都志春

こなゆきちらら　ふるよ　ふる
よ　つもるよしろく　もみのえ
だに　のはらのなかに　だれ
かのかげが　さしてるような
しずかなよる　まどのひあわ
く　しんしんさむい　すばこの
りすも　こごえている

やまにものにも　ふぶく　よる
は　ゆきのこびとが　はねて
おどる　みてるとしろく　そら
からおりて　のやまをはねる
てとてをくみ　ふぶきのあとは
しずかにふけて　そりのすず
おと　おかをこえる

りす りす

チロをつれて 土肥　武 石桁冬樹

ちょこちょこちょこちょこ　チロ
をつれて　ぶらぶらぶらぶら
いいきぶん　ちょこちょこぶら
ぶらとでかけます　さんぽみ
ち

ちょこちょこちょこちょこ　さか
おりて　チャポチャプチャプ
チャプ　みずのんで　ちょこ
ちょこぶらぶらとかけあがる
さんぽみち

ちょこちょこちょこちょこ　チロ
がはしる　トコトコトコトコ　ぼ
くもはしる　ちょこちょこトコト
コとどこまでも　さんぽみち

ルラルラルラルラ　そらはあ
おく　ルラルラルラルラ　いい
てんき　ちょこちょこぶらぶら
といきました　さんぽみち

犬 チロ（犬）

山田耕筰の歌曲

この道 北原白秋
この道は　いつか来た道　あ
あ　そうだよ　アカシヤの花
が　さいてる

あのおかは　いつか見たお
か　ああ　そうだよ　ほら　白
い時計台だよ

この道は　いつか来た道　あ
あ　そうだよ　お母さまと　馬
車で行ったよ

あの雲も　いつか見た雲　あ
あ　そうだよ　さんざしの　枝
もたれてる

馬 馬車

待ちぼうけ 北原白秋

待ちぼうけ　待ちぼうけ　あ
る日せっせと　のら稼ぎ　そ
こへうさぎが　飛んで出て
ころり転げた　木の根っこ

待ちぼうけ　待ちぼうけ　しめ
たこれから　寝てまとうか　待
てば獲物は　かけてくる　うさ
ぎぶつかれ　木の根っこ

待ちぼうけ　待ちぼうけ　昨
日くわ取り　畑仕事　今日は
ほおづえ　ひなたぼこ　うま
いきり株　木の根っこ

待ちぼうけ　待ちぼうけ　今
日は今日はで　待ちぼうけ
明日は明日はで　森の外　う
さぎ待ち待ち　木の根っこ

うさぎ うさぎ　獲物

赤とんぼ 三木露風
夕焼け小焼けの　赤とんぼ
負われてみたのは　いつの
日か

山の畑の　くわの実を　小か
ごにつんだは　まぼろしか

十五でねえやは　よめに行き
お里の便りも　絶え果てた

夕焼け小焼けの　赤とんぼ
とまているよ　さおの先

虫 赤とんぼ
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歌詞分析 6 

越天楽今様 慈鎮和尚作歌 川崎祥悦編曲

春のやよいの　あけぼのに
よもの山辺を　見わたせば
花ざかりかも　白雲の　かか
らぬみねこそ　なかりけれ

花たちばなも　におうなり　の
きのあやめも　かおるなり
夕ぐれ様の　さみだれに　山
ほととぎす　名のるなり

鳥
山ほととぎ
す

ティキティキ 高木あきこ　 石桁冬樹

ぼくはティキティキ　はじける
あついすなはまで　うたえま
なつのくもと　このそらのあ
お　きみはティキティキ　はじ
けるこころときはなち　はしれ
ひかりのなかをゆけ　どこま
でも　ルル　ルルル　ルルル
ルルル　ぼくはティキティキ
はじけるきみとよびかわし
つばさひろげて　いつかあの
たいようへ

ぼくはティキティキ　はじける
もえるすなはまで　うたえか
がやく　そらとこのうみのあお
きみはティキティキ　はじける
なみにとびこんで　およげい
るかのように　すいへいせん
へ　ルル　ルルル　ルルル
ルルル　ぼくはティキティキ
はじけるきみとよびかわし
つばさひろげて　いつかあの
たいようへ

いるか いるか

大空賛歌 桑原ほなみ 黒沢吉徳

うたえあおいそらに　うたえ
たかいくもに　そらはひろく
かぎりなく　ぼくらのゆめなん
だ　ちょうはまって　くももな
がれ　とりはたのしく　かけめ
ぐる　ああ　ひろいおおぞら
じゆうにはばたけるなら　ぼ
くもとんでゆきたい　どこまで
も

つかめあおいそらを　つかめ
たかいくもを　そらのひろさ
そらのいろ　おおぞらこのむ
ねに　てとてつなぎ　かたをよ
せあい　ともにうたおう　たた
えよう　ああ　ひろいおおぞら
かぜにゆらめき　ながらくもに
のってゆきたい　どこまでも

鳥 とり

つばさをだいて 海野洋司 橋本祥路

ちいさなとりを　そっとだきし
めるように　だれもがゆめを
だいて　まっている　つばさ
のないとりが　はばたくひを
だれもが　だれもが　まって
いる いつかはとべる　きっと
じぶんのつばさで　こころを
そめる　そらのあおさを　つ
ばさのないとりがはばたくひ
を　だれもが　だれもがまっ
ている　ひとはなぜ　そらを
みあげる　とりはなぜ　かろ
やかにとぶ　カモメよ　カモメ
よ　カモメよ　カモメよおまえ
のつばさの　しろいまぶしさ
このおもい　このねがい　つ
ばさにのせて　このそらを
かけてゆけ　かけてゆけ　い
つかぼくのゆめも　かがやい
て　かがやいて　はばたこう
このかぎりない　そらをかけ
てゆけ

鳥
とり　つばさ
のないとり
カモメ

浜千鳥 鹿島鳴秋 弘田龍太郎

あおいつきよの　はまべには
おやをさがして　なくとりが
なみのくにから　うまれでる
ぬれたつばさの　ぎんのいろ

よるなくとりの　かなしさは
おやをたずねて　うみこえて
つきよのくにへ　きえてゆく
ぎんのつばさの　はまちどり

鳥 とり　浜千鳥
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鳥出現曲の歌詞分析 1 

分析 うた 鳴き声 情景 飛ぶ 動作

1 五月の歌 文部省唱歌

楽しや　五月　草はもえ
て　小川の岸に　すみ
れにおう　つゆをやどし
た　やさし花に　心もか
ろし　そぞろ歩るき

うれしや　五月　日陰は
えて　わか葉の森に
小鳥歌う　葉ずえそよか
ぜ　わたるかぜに　心も
すずし　そぞろあるき

鳥 小鳥 歌う ○

2 気のいいがちょう 文部省唱歌

がちょうが川を　わたろ
うとしたが　ゲェゲェ
ゲェ　水はまんまん　早
い流れ　ゲェゲェゲェ
ララララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ララ
ラララララ　ラ

わるいからすが　教えて
いうに　カァカァカァ
「水をみんな　のんでし
まいなさい」　カァカァ
カァ　ラララ　ラ　ラララ
ララララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ララ
ラララララ　ラ

そこでがちょうは　がぶ
がぶのんだ　ゲェゲェ
ゲェ　川をほそうと
いっしょうけんめい　の
んだ　ラララ　ラ　ラララ
ララララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ララ
ラララララ　ラ

のんでものんでも　流れ
てくるよ　ゲェゲェゲェ
気のいいがちょうは　そ
れでものんだ　ゲェゲェ
ゲェ　ラララ　ラ　ラララ
ララララ　ラ　ラララ　ラ
ラララ　ラ　ラララ　ララ
ラララララ　ラ

鳥
がちょう　か
らす

鳴き声 ○

3 お寺のかね 山崎紀一郎 イギリス曲

やまこえ　さとこえ　とお
いむらの　おてらのか
ねが　ながれてくる
ゴーン　ゴーン　ゴーン
ゴーン　ゴーン

ゆうひにあかい　にしの
そらを　ねぐらにかえる
とりがとぶよ　ゴーン
ゴーン　ゴーン　ゴーン
ゴーン

鳥 とり 飛ぶ ○

4 よろこびの歌 文部省唱歌

はれたるあおぞら　た
だようくもよ　ことりはう
たえり　はやしにもりに
こころはほがらか　よろ
こびみちて　みかわす
われらの　あかるきえ
がお

はなさくおかべに　いこ
えるともよ　ふくかぜさ
わやか　みなぎるひざし
こころはたのしく　しあ
わせあふれ　ひびくは
われらの　よろこびのう
た

鳥 ことり 歌う ○

5 喜びの歌 岩佐東一郎 ベートーベン

はれたる　あおぞら　た
だようくもよ　ことりはう
たえり　はやしにもりに
こころはほがらか　よろ
こびみちて　みかわす
われらの　あかるきえ
がお

はなさくおかべに　いこ
えるともよ　ふくかぜさ
わやか　みなぎるひざし
こころはたのしく　しあ
わせあふれ　ひびくは
われらの　よろこびのう
た

鳥 ことり 歌う ○

6 山の子ども

やまのはやしで　やま
ばとが　やまのこどもを
よんでいる　ホーホー
ホーホー　ぐみのこか
げで　よんでいる　よん
でいる　ホーホー　よん
でいる

やまのこどもは　やまが
すき　きのみたべたべ
よくあそぶ　ホーホー
ホーホー　ぐみはあお
いよ　まだあおい　まだ
あおい　ホーホー　まだ
あおい

やまでよんでる　やまば
とは　やまのこどもの
おともだち　ホーホー
ホーホー　ぐみのこか
げで　よんでいる　よん
でいる　ホーホー　よん
でいる

鳥 山ばと 鳴き声 ○

7 世界の子守歌 ⑥アメリカから
ふくろうほうほう　ぼうや
はねんね

鳥 ふくろう 鳴き声 ○

8 楽しき農夫 久野静夫 シューマン

ひばりのこえはたかく
はなはみだれて　うらら
かに　おがわのみずは
すみて　わらべすなどり
うれしげに　ゆたけき
はるのひかり　くわもつ
うでもかるく　きょうもた
がやす　はるのたに

あきぐも　そらにながれ
このはちりゆき　まいた
ちて　なみうつ　いなほ
わけて　わらべとびかい
たのしげに　ゆたけき
あきのみのり　かまとる
こころかるく　まちしよろ
こび　きょうのひよ

鳥
ひばり　す
などり　とび

情景 ○

9 思い出 古関吉雄 ベイリー

かきにあかい　はなさく
いつかの　あのいえ
ゆめにかえる　そのに
わ　はるかなむかし　と
りのうた　ききめぐり　そ
よかぜに　はなゆらぐ
なつかしいおもいでよ
はるかなむかし

しろいくも　うかんでた
いつかの　あのおか か
けおりた　くさのみち
はるかなむかし　あの
ひのうた　うたえば　お
もいだす　あおいそら
なつかしいあのおかよ
はるかなむかし

鳥 とり 歌う ○

10 スキーの歌 文部省唱歌

かがやくひのかげ　　は
ゆる　のやま　かがやく
ひのかげ　はゆる　の
やま　ふもとをめがけて
スタートきれば　こゆき
はまいたち　かぜはさ
けぶ　かぜはさけぶ

とぶとぶおおぞら　はし
るだいち　とぶとぶおお
ぞら　はしるだいち
いっぱくかげなき　てん
ちのうちを　ストックかざ
して　われはかける　わ
れはかける

やまこえおかこえ　くだ
るしゃめん　やまこえお
かこえ　くだるしゃめん
たちまちさえぎる　たに
おばめがけ　おどれば
さながら　ひちょのここ
ち　ひちょうのここち

鳥 ひちょう 情景 ○

11 輪舞

ララララララ　おどろうよ
ゆめみるしらべにあわ
せて　ましろいゆきが
はなのように　のはらに
やまに　さいているよ
くるりくるり　わになりお
どろう　ランランラン

ララララララ　おどろうよ
なつかししらべにあわせ
て　ましろいとりが　そら
にたかく　わをかきかる
く　とんでいるよ　くるりく
るり　てをとりおどろう
ランランラン

鳥 とり 飛ぶ ○

12 荒城の月

はるこうろうの　はなの
えん　めぐるさかずき
かげさして　ちよのまつ
がえ　わけいでし　むか
しのひかり　いまいずこ

あきじんえいの　しもの
いろ　なきゆくかりの
かずみせて　ううるつる
ぎに　てりそいし　むか
しのひかり　いまいずこ

鳥 かり 鳴き声 ○

13 お江戸日本橋 日本古謡

おえどにほんばし　なな
つだち　はつのぼり
ぎょうれつそろえて　ア
レワイサノサ　こちゃ
たかなわ　よあけてちょ
うちんけす　こちゃへ
こちゃへ

ろくごうわたれば　かわ
さきの　まんねんや　つ
るとかめとの　よねまん
じゅう　こちゃかながわ
いそいでほどがやへ　こ
ちゃへこちゃへ

鳥　かめ つる　かめ

14 早春の歌 文部省唱歌

はるはなのみの　かぜ
のさむさや　たにのうぐ
いす　うたはおもえど
ときにあらずと　こえも
たてず　ときにあらずと
こえもたてず

こおりとけさり　あしはつ
のぐむ　さてはときぞと
おもうあやにく　きょうも
きのうも　ゆきのそら
きょうもきのうも　ゆきの
そら

鳥 うぐいす 歌う ○

15
青い風（やさしい合唱曲
５）

勝　承夫 海沼　実

ますみのあおぞら　は
るばると　こころもほが
らな　あおいかぜ　ひば
りもそらから　よんでい
る　みんなでいこうよ
げんきよく　きぼうのひ
かりが　みちわたる

ましろなくもさえ　はるば
ると　なんだかたのしい
あおいそら　せなの
リュックに　はなさして
うたえばはずむよ　あし
なみも　きぼうのひかり
が　みちわたる

鳥 ひばり 呼ぶ ○

１番 ２番No. 曲名 作詞 作曲 ３番 ４番
要素

動物（一般名称） 動物(表記）
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鳥出現曲の歌詞分析 2 

16
かっこう（やさしい合唱曲
７）

伊藤武雄 ドイツ民謡

カッコ　カッコ　カッコ
カッコ　かんこどり　また
きたよ　ほら　ほら　とう
さま

鳥
カッコ　かん
こどり

来る ○

17 秋の夜半(参考曲) 佐々木信綱 ウェーバー　

あきのよわの　みそら
すみて　つきのひかり
きよくしろく　かりのむれ
の　ちかくくるよ　ひとつ
ふたつ　いつつななつ

いえをはなれ　くにをい
でて　ひとりとおく　まな
ぶわがみ　おやをおもう
おもいしげし　かりのこ
えに　つきのかげに

鳥 かり
来る　鳴き
声

○ ○

18 めじろが来る山 後藤一夫 平岡照章

ひかるしもだよ　ちゃの
はなに　めじろがくるや
ま　おちゃのやま　だれ
かおとりを　なかしてる
チッチキ　さむそうに
なかしてる

しろいつぼみの　ちゃの
はなの　こえだにゆれて
る　おとりかご　かぜが
めじろを　のぞいてる
キッキリ　あさひも　の
ぞいてる

ふじのゆきみて　ちゃの
はなと　おなじにふるえ
た　めじろどり　だれか
とおくで　よんでいる
ピッピキ　はぶえで　よ
んでいる

鳥 めじろ 震える ○

19 かっこう 伊藤武雄 ドイツ民謡

カッコ　カッコ　カッコ
カッコ　かんこどり　また
きたよ　ほら　ほら　とう
さま

鳥
カッコ　かん
こどり

来る ○

20 ゆめよぶ春(音楽会用) 勝　承夫 平岡均之

わたしのまどに　ささや
くうたは　たのしいしら
べ　ことりのこえ　こころ
のはるに　うまれるうた
は　やさしいはなの　の
ぞみのかげ　ともよい
ずこ　おもいでの　おか
にみどり　かえるひよ
そらのはてに　ふゆは
さり　くもさえしずかに
きえていく

わたしのむねの　とびら
をひらく　たのしいしらべ
ゆめよぶこえ　こころも
なごむ　ことりのうたよ
やさしいはなよ　ゆめよ
ぶはる　ともよいずこ
おもいでの　おかにみど
り　かえるひよ　そらの
はてに　ふゆはさり　くも
さえしずかに　きえてい
く

鳥 ことり 歌う ○

21
わらの中の七面鳥(音楽
会用)

久野静夫 アメリカ民謡

さあたいへんだ　さあた
いへんだ　しちめんちょ
うが　にげてゆく　さあ
みんなでつかまえろ
いけのまわりをおいか
けろ　ララララ　ララララ
ララララ　ララララ　いっ
しょうけんめいにげてゆ
き　そらかくれたところ
は　わらのなか

さあたいへんだ　またに
げた　しちめんちょうが
またにげた　こんどこそ
つかまえろ　にわのま
わりをおいかけろ　ララ
ララ　ララララ　ララララ
ララララ　いっしょうけん
めいにげてゆき　そらか
くれたところは　こやの
なか

鳥
しちめんちょ

う
逃げる ○

22 山の歌(音楽会用) 久野静夫 スイス民謡

やまからよぶこえ　こと
りのこえ　さそわれてゆ
こうよ　はなさくみち　う
たおうたのしい　やまの
うたを　ヤーッホ　ラララ
ララ　ララ　ラララララ
ヤッホホ　ラララララ
ヤッホホ　ララララ
ヤーッホ　ラララララ　ラ
ラ　ラララララ　ヤッホホ
ララララ

たにからよぶこえ　こだ
まのこえ　こたえてゆこ
うよ　みどりのみち　うた
おうげんきに　やまのう
たを　ヤーッホ　ララララ
ラ　ララ　ラララララ
ヤッホホ　ラララララ
ヤッホホ　ララララ
ヤーッホ　ラララララ　ラ
ラ　ラララララ　ヤッホホ
ララララ

鳥 ことり 歌う ○

23 いちご 小林純一 フィンランド民謡

わたしはいちごよ　うま
れたさとは　うみべのこ
だかい　だんだんばた
け

かもめとなみとの　おど
りやうたに　たのしいは
るのひ　くらしたわたし

きばこにつめられて　い
まではまちの　みせた
にこうして　ならんでい
ます

鳥 かもめ 情景 ○

24 にじ 大木惇夫 平井康三郎

あおぞらたかくかけ　そ
のしたにちをのべて　み
どりにしたのは　だれで
しょう　ひをつきをそら
にめぐらせ　ちにはなを
ひらかせるのは　おとう
さま　ねえだれでしょう

むぎたねをきんのほに
うれさせてつぶつけて
みごとにしたのは　だれ
でしょう　ももくりやりん
ごみのらせ　ののとりを
うたわせるのは　おかあ
さま　ねえだれでしょね

やすらげよさちあれと
あのにじをかけわたし
こばとをはなつは　だれ
でしょう　あのにじはさ
ちのしるしだ　ちのこら
にめぐみなさるは　そう
だそうだ　ああかみさま
よ

鳥
ののとり　こ
ばと

歌う　放つ ○ ○

25 すずめのコーラス 吉岡光二 オーストラリア民謡

おはようござる　チュン
チュクチュンチュン　き
れいなおひより　チュン
チュクチュンチュン　あ
さからみんなで　チュン
チュクチュチュチュチュ
チュン

おやねのうえで　チュン
チュクチュンチュン　た
のしいコーラス　チュン
チュクチュンチュン　あ
かるくみんなで　チュン
チュクチュチュチュチュ
チュン

鳥
タイトルにす
ずめ

鳴き声 ○

26 山ばと 小林純一 中田喜直

やまへいったら　やまば
とが　まるいめをして
ないていた　くぼちでか
れはを　ふみながら
クックル　クックル　ない
ていた

そっとかくれて　みてい
たら　くびをまげては
ないていた　ともだちよ
んでか　さむくてか　クッ
クル　クックル　ないて
いた

鳥 山ばと 鳴き声 ○

27 小さい秋見つけた サトウハチロー 中田喜直

だれかさんが　だれか
さんが　だれかさんが
みつけた　ちいさいあき
ちいさいあき　ちいさい
あきみつけた　めかくし
おにさん　てのなるほう
へ　すましたおみみに
かすかにしみた　よん
でるくちぶえ　もずのこ
え　ちいさいあき　ちい
さいあき　ちいさいあき
みつけた

だれかさんが　だれかさ
んが　だれかさんがみ
つけた　ちいさいあき
ちいさいあき　ちいさい
あきみつけた　おへや
はきたむき　くもりのガ
ラス　うつろなめのいろ
とかしたミルク　わずか
なすきから　あきのかぜ
ちいさいあき　ちいさい
あき　ちいさいあきみつ
けた

だれかさんが　だれかさ
んが　だれかさんがみ
つけた　ちいさいあき
ちいさいあき　ちいさい
あきみつけた　むかし
のむかしの　かざみの
とりの　ぼやけたとさか
に　はぜのはひとつ　は
ぜのはあかくて　いりひ
いろ　ちいさいあき　ち
いさいあき　ちいさいあ
きみつけた

鳥
かざみのと
り

情景 ○

28
第９交響曲から合唱の部
（喜びの歌）

ベートーベン

はれたるあおぞら　た
だようくもよ　ことりはう
たえり　はやしにもりに
こころはほがらか　よろ
こびみちて　みかわす
われらの　あかるきえ
がお

鳥 ことり 歌う ○

29 飛べよ飛べ 久野静夫 市川都志春

とべよとべ　かぜをきり
まちをこえ　むらこえて
くものはて　とおいそら
めざしてとべよはと　ト
ララ　ララ　ラランラン
たかく　トララ　ララ　ラ
ランラン　たかく　つばさ
かるく　とべよはるかに

とべよとべ　かぜにのり
みねをこえ　たにこえて
にじのはし　なないろの
きぼうがまねいている
トララ　ララ　ラランラン
たかく　トララ　ララ　ララ
ンラン　たかく　つばさ
かるく　とべよはるかに

鳥 はと　つばさ 飛ぶ ○

30 春がよんでるよ 小林幹治 ポーランド民謡（荒谷俊治編曲

ひばりのこすずめのこ
とびながらなにをみた
ホーヨホヨヨ　ホーヨホヨ
ヨ　はるがよんでるよ
あのどてにねころんで
おべんとうたべたいな
ホーヨホヨヨ　ホーヨホヨ
ヨ　はるはすてきだよ

もぐらのこかえるのこ
うごきだせめをさませ
ホーヨホヨヨ　ホーヨホヨ
ヨ　はるがよんでるよ
ほがらかにうたうそら
わかくさもこえあわせ
ホーヨホヨヨ　ホーヨホヨ
ヨ　はるのうたごえよ

鳥　もぐら　蛙
ひばり　す
ずめ　もぐら
かえる

飛ぶ　動き
出す　目を
覚ます

○ ○
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31 おうむ 津川主一　訳詩 ジャワ民謡

おうむがまどに　とまっ
ている　としがよれば
なにかさびしい　ライト
ルム　ライトルム　ライト
ルム　ラララ　ライトル
ム　ライトルム　ライトル
ム　ラララ　ライトルム
ライトルム　ライトルム
ラララ　ララ　ララ　ララ

おうむがまどに　とまっ
ている　きょうはだれの
まねするのだろう　ライ
トルム　ライトルム　ライ
トルム　ラララ　ライトル
ム　ライトルム　ライトル
ム　ラララ　ライトルム
ライトルム　ライトルム
ラララ　ララ　ララ　ララ

鳥 おうむ 留まる ○

32 レロンレロンシンタ 中山知子 フィリピン民謡

レロンレロンシンタ　パ
パイヤのきが　かぜに
ゆれて　おいでおいで
レロンレロンシンタ　あ
のこかげで　ギターに
あわせ　とりもうたう

レロンレロンシンタ　ね
むいなみが　しまのいそ
に　よせてかえす　レロ
ンレロンシンタ　ふねは
すべる　ちぎれぐもも
ゆっくりすべる

鳥 とり 歌う ○

33 野いちご 阪田寛夫 フィンランド民謡

のいちご　あかいみだ
よ　こかげで　みつけた
よ　だれもしらないのに
ことりがみてた

のいいご　あかいみだ
よ　ひとつぶ　つまんだ
よ　あさつゆ　ひかるよ
ほら　こぼさぬように

鳥 ことり 見る ○

34 ゆかいな牧場 小林幹治 アメリカ民謡

いちろうさんのまきばで
イアイイアイオー　おや
チッチッチッ　ほらチッ
チッチッ　あっちもこっち
も　どこでもチッチッ　な
いてるのはひよこ　イア
イイアイオー　あらチッ
チッチッ　ほらチッチッ
チッ　あっちもこっちも
どこでもチッチッ

じろうさんのまきばで
イアイイアイオー　おや
クワックワックワッ　ほら
クワックワックワッ　あっ
ちもこっちも　どこでもク
ワックワッ　ないてるの
はあひる　イアイイアイ
オー　あらクワックワック
ワッ　ほらクワックワック
ワッ　あっちもこっちも
どこでもクワックワッ

鳥
ひよこ　あ
ひる

鳴き声 ○

35 きょうの日はさようなら 金子詔一 金子詔一

いつまでも　たえること
なく　ともだちでいよう
あすのひをゆめみて
きぼうのみちを

そらをとぶ　とりのように
じゆうにいきる　きょうの
ひはさようなら　またあ
うひまで

しんじあうよろこびを
たいせつにしよう　きょ
うのひはさようなら　ま
たあうひまで

鳥 とり 情景 ○

36 花のまわりで 江間章子
大津三郎旋律　岡本敏明

補修編曲

はなのまわりで　とりが
まわる　とりのまわりで
かぜがまわるまわる
まわれまわれ　まわれ
こまのように　うたいな
がら　ちきゅうのように
まわろうよ

かぜのまわりで　くもが
まわる　くものまわりで
たのしいロンドロンド　ま
われまわれ　まわれに
じのように　まるくなって
ひかりとなって　まわろ
うよ

鳥 とり 回る ○

37 かりがわたる 文部省唱歌 下総晥一編曲

かりがわたる　鳴いて
わたる　鳴くはなげきか
喜びか　月のさやかな
秋の夜に　さおになり
かぎになり　わたるかり
おもしろや

かりがおりる　連れてお
りる　連れは親子か　友
達か　しもの真白な　秋
の田に　むつまじく　連
れ立ちて　おりるかり
おもしろや

鳥 かり 渡る　鳴く ○ ○

38 勇気一つを友にして 片岡　輝 堀部信義

昔ギリシャのイカロスは
ロウでかためた鳥の羽
根(はね)　両手に持っ
て飛びたった　雲より高
くまだ遠く　勇気一つを
友にして

丘はぐんぐん遠ざかり
下に広がる青い海　両
手の羽根をはばたかせ
太陽めざし飛んで行く
勇気一つを友にして

赤く燃(も)えたつ太陽に
ロウでかためた鳥の羽
根　みるみるとけて舞い
散った　翼(つばさ)奪(う
ば)われイカロスは　墜
(お)ちて生命(いのち)を
失った

だけどぼくらはイカロス
の　鉄の勇気をうけつ
いで　明日(あした)へ向
かい飛びたった　ぼくら
は強く生きて行く　勇気
一つを友にして

鳥 鳥 飛びたつ ○

39
越天楽今様（山田耕作の
歌曲）

慈鎮和尚作歌 川崎祥悦編曲

春のやよいの　あけぼ
のに　よもの山辺を　見
わたせば　花ざかりか
も　白雲の　かからぬ
みねこそ　なかりけれ

花たちばなも　におうな
り　のきのあやめも　か
おるなり　夕ぐれ様の
さみだれに　山ほととぎ
す　名のるなり

鳥
山ほととぎ
す

名乗る ○

40 大空賛歌 桑原ほなみ 黒沢吉徳

うたえあおいそらに　う
たえたかいくもに　そら
はひろく　かぎりなく　ぼ
くらのゆめなんだ　ちょ
うはまって　くももなが
れ　とりはたのしく　か
けめぐる　ああ　ひろい
おおぞら　じゆうにはば
たけるなら　ぼくもとん
でゆきたい　どこまでも

つかめあおいそらを　つ
かめたかいくもを　そら
のひろさ　そらのいろ
おおぞらこのむねに　て
とてつなぎ　かたをよせ
あい　ともにうたおう　た
たえよう　ああ　ひろい
おおぞら　かぜにゆらめ
き　ながらくもにのって
ゆきたい　どこまでも

鳥 とり 駆けめぐる ○

41 つばさをだいて 海野洋司 橋本祥路

ちいさなとりを　そっとだ
きしめるように　だれも
がゆめをだいて　まって
いる　つばさのないとり
が　はばたくひを　だれ
もが　だれもが　まって
いる いつかはとべる
きっとじぶんのつばさで
こころをそめる　そらの
あおさを　つばさのない
とりがはばたくひを　だ
れもが　だれもがまって
いる　ひとはなぜ　そら
をみあげる　とりはなぜ
かろやかにとぶ　カモメ
よ　カモメよ　カモメよ
カモメよおまえのつばさ
の　しろいまぶしさ　こ
のおもい　このねがい
つばさにのせて　この
そらを　かけてゆけ　か
けてゆけ　いつかぼく
のゆめも　かがやいて
かがやいて　はばたこ
う　このかぎりない　そ
らをかけてゆけ

鳥
とり　つばさ
のないとり
カモメ

飛ぶ ○

42 浜千鳥 鹿島鳴秋 弘田龍太郎

あおいつきよの　はま
べには　おやをさがして
なくとりが　なみのくに
から　うまれでる　ぬれ
たつばさの　ぎんのい
ろ

よるなくとりの　かなしさ
は　おやをたずねて　う
みこえて　つきよのくに
へ　きえてゆく　ぎんの
つばさの　はまちどり

鳥
とり　浜千
鳥

情景 ○

 


